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第1章　緒 論

　我国においてはデ昨今，胡桃の需要が急速に増加し，国内における消費はもちろん，

海外への輸出も相当に多くなって来た。従って，現在の笑生繁殖による雑多な系統の中

から，優秀なものを選抜して，これを多量に増殖し，商晶としての規格を揃えることは

目下の急務である。そのためには取りあえず接木繁殖を行う必要があるが，現在までの

所では我国では胡桃の接木は殆んど不可能であった。従って，筆者は1948年以来胡桃の

接木に関する研究に従事し，このたび漸く活着率100％に近い接木法を確立すること

が出来た。当報告はその間の実験退程とその結果を明らかにすると共に，従来から果樹

類の接木活着の難易に関係する要因として扱われて来た事項を胡桃についても調査し，

その成績をまとめたものである。　　　　v

　因に，我国現存の胡桃の系統についてみると，オニグルミ系の果実は殻が堅く，果肉

を取り出すことが困難な上に，果肉の歩止り（オニグルミ25～27％，ピメクルミ27～31

％）が極めて低い。これに対し，カシグルミ系の果実はこれらの欠点が比較的少く，市

場に商晶として現れるが，種子繁殖しているために，厳密には殻の堅いもの，果肉歩止

りの低いもの，鏡形のもの，丸形のもの等種・々の性質の個体を混じ，その他の品質も甚

だしく不揃いである。果肉歩止りについてみても，普通には43～51％程度であるが，中

には64％のものもあり，熟期についてみても通常10月申旬であるが，中にはこれより遥

・かに早生系の個体も癸見されている。

　次に，参考のため世界における胡桃の接木に関する研究史を述べる。

　MoRRIs氏（1924）によると，アメリカにおいては，．20世紀初頭までは胡桃の接木は不

可能であったが，その後盛んに研究が行われ，多少接木に成功し始め，BATCHELOR氏

　（1921）によると，ペルシャ系胡桃をク・クルミの根に接木したり，或は芽接している

苗木商もいくらかあった様である。更に1924年頃になると・接心及び接穂にパ．ラブィン

を溶かして塗布することによって，活着率を著しく高めている（MoRRIs　1924）。　REED

氏（1926）はその著　“Ntlt　Tree　Propagation，’の中に胡桃の繁殖法として呼接法

・（lnarchi119）を紹介している。・その他アメリカでは生育期にアテ芽接法（Patch　method）

が行われておワ，叉農務局のFanner’s　Bulletinユ501号（1926）によると，アメリカ

の加州では，舌接の一種であるアワセ接（Splicεgrafting），或は挿接（Whip　grafting）

：が行われている。WITT氏（1937）は1925年以来，世界中から胡桃の接穂と蛭木を集め

て露地とガラス室で芽接と枝接を研究し，前年生の芽を用い，5月に主枝に環状芽接

　（Ring　budding）したところ成功した・また，3月越ガラス室内で枝接すうと・著し

く活着歩合が高く，胡桃の繁殖法としては好適であると報じている。なお，葉のついた

新梢を用いて行った7月の接木にも一応成功しているが，これ等の種女の実験の結果，

野外で行う接木は非常に不確実であり，殊に気混変化の巾の広い気候下では一層その傾

向の強いことを指摘している。更にHANSEN氏（1951）によると，高接の際に午後の太

陽が直射する砧木の西側に接いだ接穂の活着歩合は著しく劣るが，その接着部を湿った

ビートで包んだり，日光を反射さすために石灰を塗布すると，甚だしく活着が良好の様
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である。浅見博士の1952年におげる国際園芸会議（：英国で關催）出席の際の視察報告に

よるとドイツでは砧木にJuglans　nigraを用い，冬期温室（約800F）で枝接を行って

おり，偶然にも筆者（1951）の方法と一致しており，叉英国においては黄化取木をして

いるとのことである。

　我国における研究について述べると，ここ20余年来MoRRIs氏の著書“Nut　Growing’ダ

によって，胡桃の接木を試みたものが妬くなく，特に主産地長野県においては，種々

と研究が行われて来たが，気候風土の関係からか何れも成功しなかった。例えば，清水氏

（1953）は父の代より胡桃栽培と共に苗木生産業を営み，20数年間胡桃の接木を試み，

一度は1年寒樹（信濃胡桃）の接穂を用い，10本申8本（1935年頃）まで活着させたが

その後は成績不良であった。また，竹内氏（1951）によると，6月に接木すると00％の・

活着率を示し，7月には70％可能であると述べているが，実際閥題としてこの時期まで

冷蔵庫∫なしに接穂を貯蔵することは極めて困難の様である。桃沢氏（1932）は長野県の・

カシグルミ（一名手打胡桃）を優良な信濃胡桃に統一するべく，1929，1930年中両年に

主産地より接穂を取り寄せ，各種の方法で接木を試みたが，いずれも成功しなかった。

また，秋田県の三浦氏（1930），千葉高炉の慶野氏（未発表1936）も研究しているが，何

等完全な結果は得られなかった様である。林業関係においても，明永氏，佐藤博士，小

野技嘗，藤田早々（1934年頃から）が研究に努力したが，活着成績は思わしくなかった，

と云われている。又園芸試験場においても相当に研究された様であるが，実用的な活着

歩合を収．めるまでに到らなかったと聞いている。その他，岡i⊥1県の堀氏（1951）は1933

年以来，埼玉県林業専門技術員の藤田氏（1951）は1934年以来，叉賀川立体農業研究所

の久宗氏，藤崎氏等も多年に亘って専心研究しているが，いずれも所期の目的を果して

いない。

　この様に我国においては，アメリカにおける接木技術を応用しても，気候風土の相違

からか胡桃の接木はすべて失敗に帰した。もちろんその間には時により，人により多少

活着した場合もあるが，その方法を再度繰返した野合には大抵不成功に終る割合が多く

その技術は著しく不安定であった。従って，種苗業者は止むを得ず専ら種子繁殖による

実生苗の生産を続けて来た。

　ここにおいて，前述の如く筆者は1948年以来研究を続け，1951年春簡易電熱温床を使

用して，100鬼／こ近い活着に成功したので，その間の経過を同年の園芸学会で報告した。

その後，岩手大学農学部の笠原，馬場両氏（1953）は筆者の方法を追試して，1953年の

春季の園芸学会において，その確実性を実証し，現在では既に一部の苗木業者（長野県

小県郡滋野村）は筆者の方法を利用している。
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第2章　自然状態における活着率

　本章では胡桃の接木が自然状態（従来の方法）では如何に活着が困難であるかを示す

，と共に，著者が簡易電熱温床を利用して活着率を著しく増進するに至った三一を説明す

ることにした。

　第1節　接木時期と活着率

　　1　緒　　　言

　接木繁殖を行った揚合に従来梨，りγゴ，柑橘類のように極めて活着の容易な種類に

おいても，その接木時期の早晩は活着の難易に相当に影響するものであり，更に活着の

姻難な柿栗等においては，この接木時期の早晩が活着率に一層影響することが経験的に

一知られている。従って，極めて活着の困難なクルミについてこの関係をみるために，

1949，1950年及び1951年の2月に接穂を採取し，予め貯蔵しておいた接穂について接木

時期を種女変更して，自然状態における活着率を調査した。

　　皿　実験材料並びに方法

　1949年には長野県伊那市信州大学農学部附属農揚において，2月上旬接穂として採取

した結果枝を校舎の西側の軒下の地下約90cmの馬副に埋没貯蔵し，3月より6月まで

・毎月1回接木し，その活着をみた。1950年には長野県小県郡より鉄道輸送して来た接穂

を地下約90c皿の所に貯蔵し，3月末の霜柱の溶ける頃から約10心おきに接木した。接穂

としては長果枝，中果枝の芽の健全と思われた部分を用いた。1951年には伊那市近在D

カシグルミ樹より発育枝叉は長果枝に近い枝条を2月10日に採取し，地下に埋没貯蔵し

ておき，4月15日及び5月15田に接穂として使用したが，5月中旬には既に芽が動き『始

めていた。

　因に，実験期間中の気温，降水量等は第1表の通りであり，輸送された接穂を地中埋

没した後の貯蔵温度は2月頃は5～6。C，3月は6ん7。C，4月は8～goCとなり，

5月以後には更に高くなったが貯蔵温度としては稽女高過ぎたようである。

窮1籔　実験期間中の気象 （信州大学附属農陽）
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　研　実験結果

実験成績は第2表の通りである。

第2表露地における接木時期と活着率
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　　但し，何れも根元に高く盛土して接合部を覆土した。

即ち，1949年には活着率は3月12日，5月14日及び6月1日では何れも0％であワ・

4月11日だけが41．9％の活着歩合を示している。1950年には3～5月の問で4月18日だ
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けが活着率3。1％であり，1951年には4月及び5月のいずれの時期の接木においても活

着率は0％である。

　　W　老恥並びに結論　　　　　　　　　　　　　　　寄

　緒論で述べた如く，我国においては胡桃の接木試験は従来殆んど不成功セこ終っており

時には6，7月頃に60～70％の活着率をあげた報告（竹内1951）がないで1書訟いが，その・

普遍性は著しく低い。

　著者のこの度の1949～1951年の3力立に亘る3～6月の問の圃揚試験においては，僅

かに1949年の4月11日に41．9％，1950年の4月18日に3．1％の活着率を示しただけで，他

の期日の活着率は総て0％である。殊に同じ4月でも1950年の4月5日及び15日では活

着率0％であり，1951年の4月15日も0％である。従って，他の果樹類のように接穂を

2月頃に採取し地下貯蔵しておいて接木したのでは，その活着を殆んど期待することが

出来ない状態である。

　これを米国オハイオ州農業試験揚報告（1932）などについてみると，4，5，6月の

接木では活着率92～100男であり，2，3月の接木でも36～74％の成績をあげている。

MoRRIs氏（1924）によると，米国においても20世紀当初までは接木不能であったのが．

接口及び接穂こパラフィンを溶かして塗ることにより，活着率が著しく高くなったとの

ことである。それ故，筆者も1950年には同様の処理を行ったガ矢張り活着率は0％であ

り我国では何か活渚を妨げる他の要因があるものと思われる。

　第2節　接穂の採取期と活着率

　　1　緒　　　言

　従来，他の果樹類の接木において，経験的に接穂を母樹より採取し貯蔵する時期が活

着職こ相当に影響することが知られている。然るに，著者の前節での接木時期に関する

実験では2月目採取した接穂をのみ用いたので，本節ではこの間の関係を調べることに

した。

　　皿　実験材料並びに方法

　1950年の11月から1951年の3月目での間に，毎月上旬1’こ22～23年忌カシグルミ実生樹

から接穂を採取して，湿砂を面したリンゴ箱内に貯蔵し，これを温度変化の少い横穴に

おいた。次いで，4月10日頃取り出し，2年生のカシグルミの実生砧に一斉に接木したG、

と同時に，当日採取した接穂中で未だ芽の余り膨らんでいない頂端より3，4番目の芽

を接木した。

　接木方法は揚接で，接木部には接蠣を塗布し，接木後は直ちに苗床に植え，霜を防ぐ’

ために上部をヨシズで覆った。

　　醒　実験：結，果

輿験成績は第3表の通りである。

　即ち，11月10日及び12月10日，1月10日に擦取した接穂だけが僅かに8～12％に活着

し，就中12月10日区が接木歩合において最も優っているが，これとても未だ実用的に価

値あるものとは思えない。2月10日区及び3月10臼区，4月10日区はいずれも活着率（｝

％であった。
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第3表　接穂の採取期と接木の活着率（ユ951）

接　取　月　日 誌　試　本　数 活着　本数 活　　着　　率

1950　年　11　．月　 10　日

’
1

ユ951

〃

〃

〃

12

P
2
3
4

0
0
0
0
0

1
1
1
1
1

25本
25

25

25

25

25

2本
3

2

0

0

0

8・0　％

12．0

8．0

0

0

0

註　接穂晶種　22－3年生カシグルミ　搾木品種　2年生カシグルミ

　　IV　考察並びに結論

　前節で述べた接木時期と活着率の実蜘こおいて，砧木と接穂をいずれもカシグルミと

1して接いだ場合に，4月の活着率が41．9鬼で最も高かった。従って，接穂の採取期に関

する当実験においてもカシグルミ砧にカシグルミの接穂を接ぐことにした。その結果，

接穂の採取期を11月から4月までと二六かえてみると，接穂を母樹から早く揉って貯蔵

した11月区，12月区及び1月区だけが僅かに活着し，2月区，3月区，4月区はいずれ

も活着率0箔であった。

　この場合に，活着率に影響した要素としては種女のものが考えられるであろうが，著

者の実験中における観察では，4月の接木時において比鮫的活着率の良かった早期採取

区の接穂の芽は，活着不能であった後期擦取区の接穂の芽に較べて，形態的に極めて発

．達の程度が低かった。しかして，接木後に前者では接穂の芽の膨旨旨は発芽が容易に認

められなかったが，後者では接木後において接穂の芽が容易に膨面叉は発芽伸長してそ

の後に枯死するものが続出した。

　従って，当実験の成績より見る時は，接木時1こおいて接穂の芽の発育程度が形態的に

娼来る限り低い段階にあることが必要のようである。

　第3節　接穂の冷温貯蔵と活着率

　　1　緒　　　言

　前述の第2節の接穂の採取期と活着率の実験成績によると，比較的早期に揉取貯蔵さ

オ／，形態的に芽の発育度の低い接穂が活着率；こおいて優れた。従って，芽の発育度を抑

えるために，従来の如く地下に埋没貯蔵するのでなく一1～一4。Cの低温に貯蔵した揚

合の接穂について活着率を調査してみた。因ンこ，この方法によると，5月，6月頃まで

煽藏しても芽の発育は著しく抑えられた。

　　丑　実験材料並びに方法

　1952年1月12日に22～23年生のカシグルミより採取した接穂を伊那市内にある魚市揚

の冷凍庫の予冷室の一部を借用して小箱申に砂と共に貯蔵した。予冷室内の温度は1月，

2月には一3～一4。C，5月，6月頃には一1。C程度であり，6月に取出した時も被覆し

允川砂が凍結状態であった。

　斯様にして貯蔵した接穂を4月5日，5月5日，6月4日の3回に亘り取り出し，2
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年生のカシグルミ砧に揚接で切接を行い，それ等を予め用意してあった排水良好な苗床

に植付けた。なお，接木苗の上部は葭子で覆い直射光線並びに霜害を防ぐことに努めた。

　　田　実験結果

　実験成績は第4表の通りである。

　　　　　　　　　第4表　接穂の冷盈貯蔵と活着率（1952）

接木醐　鞭の卜辞　接木本数陣着本数　活着率
・月・，1｛総器

・肺纈器

・蝋繋

20本
20

0
0
2
2
0
0
2
2

0’ G本

0

0
1

　
1

0
7

　
1

0　％

、0

O
r
D

　
5
0
『
D

　
8

　　接穂採取期　1月12日

　即ち，地下埋没しておいた接穂を用いた場合には，接木時期の如何を問わず活着率は

0％であった。併し，冷温貯蔵した接穂を用いた場合には活着率が4月5日には0％で

あるが，5月5日には55％，6月4日セこは85％となった。

　　IV　考察並びに結論

　地下埋没して貯蔵した接穂よりも，冷温貯蔵した接穂の芽が接木時において形態的に

発育程度が極めて低く，活着率において比較的好結果を得ることは，前節の接穂の採取

期と活着率の実験成績よりみても当然興ずけることである。殊に，冷温貯蔵によって体

内貯蔵物質の呼吸消費が著しく抑えられることも考えられる。

　ただ，当実験成績において，4月から6月に向うに従って活着率が良好になることは

油目に価する。これは恐らく，接木を行っても4月の地温では胡桃の根の活動が未だ十

分でないが，5月，6月と地温が高くなるに従い根の活動が盛んとなり，接木後に砧木

から接穂の芽への養水分の補給が旺盛となるために活着率が極めて良好になるものと思

われる。この点は興味のあることで，従来の我国の胡桃に関する実験成績において6月，

7月に活着が良いとの成績（竹内1951）が存在する所以でもある。

　但し，実際問題として，斯様に6月頃に活着した苗木ばその後の接穂の発育期間が短

いためにその生長は著しく劣り，且つ接着部の木化が不完全のままで冬季の寒冷にあう

ために寒害をこうむる懸念も多い。従って，著者は次章に述べる如く，人為的に，早期

に根の活動を促進するために，接木後の苗木を電熱温床に伏せ込む新しい接木法を考案

’するに至った。

　　V　摘　　　要

　従来の自然状態における接木法によると，接木時期や接穂の採取期を種汝変えてみて

も殆んど活着不能と称してよい。併し，接穂を冷温貯蔵してその発育を抑え，地温の高

くなった6月頃に接ぐと著しく活着率が高くなる。但し，斯様な苗木はその後の生長期

：間が短いために，生長量において甚だ劣る。
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第3章　電熱温床の利用と活着率

No．5；

　前述の如く，母樹より1月頃に採取した接穂を一1～一4。Cの冷温に貯蔵してその芽

の発育を著しく抑えておき，それを地温が根の活動に好適な6月頃に接木すると，活着．

率が著しく良好となった。併し，斯様な接木苗はその後の発育期問が短いために，その

年の生長量が著しく劣る欠点がある。従って，著者は，接穂を長期に亘って冷温貯蔵す

る不便を防ぐと共に，接木後の苗木の生長期間を出来る限り長くするために，3，4月．

頃に接．託した苗木について，人為的に地温を高め根の活動を促進することにした。

　事実，従来から接木技術が優れている限り，果樹の種類別個有の活藩歩合の範囲内に

おいて接木活着の良否に強く影響するものとして，接木時の接穂と三木の催芽状態が重．

要視されている。即ち，一般に活着率を高めようと思えば，樹液が流動し芽が少し動き

始めた砧木に，未だ芽が静止状態にある接穂を接ぐのが最も良いと経験的に云われてい

る。

　これは恐らく，接穂を短切して砧木に接いだ揚合に，接穂の芽が相当に動いているも

のでは，砧木との問に連絡組織が完全に形成される前に，発芽展記して養水分の補給が

円滑にゆかず枯死するものが多いためと思われる。同様に，従来，挿木の困難なものに

おいては，挿穂の芽が未だ十分に膨まない2～3月頃に癸根に適当な地温を保つた温床．

申に挿木することが行われている。これは気温より地温．を高くし，発芽に先立って発根

を促がし，養水分の吸収．を容易にしておくから発芽後の吸水と蒸散の均衡が保たれ，活

着が極めて良好になるのである。従って，筆者は接木活活の困難な胡桃について，電熱

温床を用いこの間の関係を応用した結果について述べる。

　　丑　実験材料並びに方法

a　床熱（簡易電熱温床の利用）

　床熱を与えるために第1図（写真）の様な簡易電熱温床を用いた。即ち，温床内土壌

の深さは約60cmで底に9Cm程度の籾殼を入れ，その中に被覆したニクロム線を約10cm

間隔に横に張り，その上に約50cmの厚さに正門を入れた。使用に当っては，充分に灌

水して2～3日間放置し，床湿が20。C程度になるのを待つた。地温が上昇すると，更．

に灌水して充分床土を湿らせ，接木苗を二六斜にして穂の先端が地表下2～5cmにな

る様にして床中に仮植した。

　1951年及び1952年には簡易藁囲いの電熱温床を用いたが，1953年には第3～5図に示．

す様にガラス室内にコγクリートの永久枠を設け，その底に配線した。従って，雨を防

ぐ藁屋根の必要もなく，取扱いも至極便利である。しかも，電熱温床は醸三物温床と異り

地温の変動が少く，希望の地温かこ維持することが比較的容易である。この揚合の地温の

垂直的分布（第5表）並びに季節の推移による深さ10～12cmの部分における地温及び

土壌湿度は第6図の通りである。

’伺，2月の接木試験では厳寒期のことであるから，板囲いに障子（紙）をかぶせた温

床（第2図）の外側を：更に藁で囲ったが，温床内気温はooC以下に低下することが度女
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第3図電熱1廟ミとビニつし障子

　　（Nov．　2，1953）

藥4園　底に配線したニクロム線

　　（Nov．　1953）

第5図糠床で懸れた器興
　　／温臨懸1器（上左）
　　2｛奉状寒暖計
　　3　テンショメーター（下）
　　（April　22，1954）
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であった。

b　接木：方法

　接穂用の枝は1月15日に採取し，地下70cln前

後の所に貯籏し，接木の際に取出して用いた。但

し，1952年には輸送の接穂についても観察を行っ

た。接穂には芽が小形で，髄の空洞の少い良く充

実したものが適しているが＝普通には枝条の：先端に

行く程空洞の割合が大きく，芽も大形であり，こ

の傾向は結果枝殊に短果技に著しい。従って，良

く充実した発育枝を接穂として選ぶがよい（第

7図）。

　接木に当っては，砧木の根の大形のものを勢除

し，細根の長いものを短切して，これに接穂を切接した。接木後の伏込みに当っては，

1～2月頃の接木では接穂の先端が地表下5Cln位に，3月以後の接木では地表下2cm

位に位置する様にして，接合部を地表下9～12cmの所に位置せしめた。また，温床内

地温が高いために，砧木の生長が盛んで砧芽が多く出るので，7日おき位に砧芽を掻き

とった。乾燥の心配がある場合は少し灌水した。

　この様に温床内で接木活着した苗木は1ヵ月位すると2～3葉展開するから，根部を

乾燥させない様に冷床に移植し，灌水して低温期間中は障子叉はヨシズをかけて管理し

晩霜の心配がなくなる頃になると障子を除く。葉は軟弱なため直射光線に照射されると

葉焼けを起すことがあるから，除六に障子を除くことが必要である。

　電熱温床を使用して接木する場合，2～3月の様に低温な時期程成功率は高いが，活
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着後の管理が面倒であるから注意する必要がある。

　　盤　実験結果

a　1951年1月及び2月に接木した血合

　　接木後の活着歩合は第6表の通りである。

第6畿　電熱温床における胡桃の接木活着率　（Feb．1951）

接木朋1砧木の別瞬穂の別
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　即ち，2月25日のオニグルミを接穂にした場合の活蒲率が92％であった以外は，いず

れの場合も100％の活着率を示し，極めて好成績である。しかも，オニグルミとカシグ

ルミの間では砧木と接穂を如何様に組合せても，接木活着率には何等の影響を与えなか

ったことは興味があるQ

　因に，1月15日及び2月12日区では，接木前に仁木を温床に仮植しておいたので，接

木時には新根が白く伸びていたが，2月20日及び25日区では三木を露地に仮植しておい

たので，接木時には新根は未だ伸びていなかった。

　なお，活着後，接木苗を冷床に移植した所，5月の観察ではオニグルミ砧カシグルミ

が共砧のカシグルミよりも枝条がよ1 ｭ伸長した。

b　1951年3月に接木した虫合

　実験結果は第7表の通りである。

第7衷　電熱温床における各種果樹の接木活着率（March　1951）
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　即ち，オニグルミ砧にカシグルミを接いだ場合の活着率は90％であり，カシグルミ砧

にカシグルミを接いだ場合の活着率は100％で，いずれも極めて良好な成績を示してい

る。

　なお，この場合に参考のために，胡桃以外の果樹についても調査を行ってみたがいず

れも100％の活着率を示した。但し，胡桃の場合には温床内床土上に新芽が見え始める

のは接木後12～14日であり，従来接木活着が容易な種類に較べて胡桃では活着に長期間

を要し，それだけ接穂の健全なことが重要な要素となるようである。

c　1952年3，4月に接木した場合

　追試する必要を感じ，砧木として2～3年生のオニグルミ及びカシグルミの実生を前

年秋に掘り起したものと，輸送して来たものを地下80cm位の深さに埋没貯蔵した。ま

た，発芽直前の接穂を4月4癌に採取し，展外しない様に0～6CCの室に貯蔵して使

用した。これまでの経験で結滞の麻縄は高温多湿のため腐敗し易いので多：量に巻いた。

実験結果は第8表の通りである。

第8表　電熱温床における胡桃活語率の追試（1952）

翻曝餅取…山木の別接穂の別勘本数曄圃活劇塑

3月10日
　’ノ　‘

3　17

　〃

3　21
4　　6

考

2月23日1オニグルミiカシグルミ

　”

　〃

　〃

　∫’

4　　4

1　f，
1

「　”
トカシクルミ

・オニグルミ
仁

　　’ノ

　　η

　　’ノ

　　〃

オニグルミ

カシグルミ

35本
43

70

15

4G

33

28本180、0％

38　　88．4

63　　90．0

14　　93，3

37　　92，5

33　1100

輸送の接穂

近在の接穂

　　〃

　　〃
輸送の接穂

近在の〃

　卸ち，輸送接穂を使用した場合・の活着率は近在の接穂を用いた場合に較べて梢女劣る

如Gこ思われるが，いずれの場合も80％或はそれ以上の活着成績を示している。

　なお，接穂採取卑賎の相違に拘らず，当実験成績の示す範囲では，接木期日の晩い程

活蒲率が高くなっている点は注目に価する。

　　IV　考察並びに結論

　以上3回に亘る簡易電熱温床を利用した接木試験の結果をみると，いずれも活着率が

著しく高い。即ち，1951年1～2月の実験では活薦率が92～100％，1951年3月の調査

では90～100％，1952年3～4月では80～100％であり，いずれも100％に近い値となる。

而してこれ等の電熱温床利用の場合に共通していることは，第6図に明かな様に，地温

が略六250C前后で変化が少いこと及び土壌水分含量が30％前後であることである。

　接木に成功する根本的必要事項はGOURLEY氏（1949）のみならず一般に云う様に接

穂の休眠度が砧木の休眠度と同様であるか，禺来れば張木より更に深い休眠状態にある

ことである。その点電熱温床では根部に底熱を加え，接穂の部分は低温であるために発

芽に先き立って発根が促がされるから活着率は著しく増進することになる。

　因に，浅見博士（1953）の今次渡欧の際の見聞によると，ドイツでは」．nigraにぺ



No．5 胡桃の接木に関する研究 65

　ルシャ系胡桃を接ぐが，その場合温室

（800F）を利用すると活着率は著しく増大す

るとのことであるが，偶然にも筆者の方法と

一致したわけである。

　　V　摘　　　要

　胡桃は従来の接木法によると4月に稀に活

着する程度であり，実用的には殆んど接木不

能と称してよい。然るに，電熱温床（地温25。C

前后）を利用して，1～4月の聞に接木して

みると，いずれの場合でも80～100％の活蒲

率を得ることが出来た。
第8図　胡桃の接木苗（1年生）

　左オユクルミ砧カシグルミ
　右　オニグルミ砧カラスクルミ（オニ

　　クルミの一種）（1953）
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第4章　接穂の芽の発育度と活着率

　前述の如く，電熱温．床の利用によって胡桃の接木が100％近い活着率を得たことには，

種女の理由が挙げられるが，主として接穂の催芽に恐き立って砧木の根心の活動が促進

されたことが大きな原因と思われる。

　従って，本章では同じ電熱温床を利用するにしても，接木時の接穂の芽の発育度と関

係の深い事項，即ち接穂の貯蔵方法と活着率及び接穂の採取期と活着率との閣係につい

て検討してみることにした。

　第1節　接穂の貯蔵法と芽の発育度及び活着率

　　1　緒　　　言

　自然の戸外接木では活蒲率が著しく低いので，電熱温床を利用して地温を5～goC

（2月：5～6QC，3月：6～7。C，4月：8～9。C）から250C前論に高めて，接木後

の根の活動を促がすと活着率が著しく良好になった。しかして，この揚合に，接木時期

が5，6月になると活着率が多少低下する傾向にあったが，これは恐らく接穂の芽が簡

単な地下貯蔵では気候が暖くなるに従って動き，貯蔵養分の相当の消耗を招くと共に，

接木後においても癒合組織（連絡組織）が完全に形成されて養水分の補給が自由顧苛わ

れるまでに発芽伸長してしまい枯死するためと思われる。

　従って，本節では接穂を冷温貯蔵して接木前の芽の発育度を抑えることによって，著

しく活着率を増進することが出来た結果について述べる。

　　豆　実験材料並びに方法

実験1　貯蔵法を異にする接穂の活潜率

　1953年には2月11日に擦弱した接穂を6月まで，1954年には前年の12月25日に採取し

た接穂を4～6月まで一部は普通の横穴貯蔵し，他は冷温．鯨蔵した。

　横穴貯蔵としては傾脳地に，縦，横各六1m，奥行き2m程度の横穴を掘り，奥で更

に左右に11n余の深さに枝の穴を掘った。この横穴は2月には約40C，3月，4月は約

6～70C，5月，6月は約7～goCである。冷温貯蔵には伊那市内にある魚市場の冷

凍庫の予冷室の一部を借用して横穴貯蔵と同時に貯蔵を始めた。冷凍庫内の温．度は2月

頃には一3～一4。Cで，気混の上昇と共に僅かながら高温になるが，5～6月頃には

・尚一1QC程度であり，6月に取出した時も覆土した砂が凍結状態であった。

　斯様にして貯蔵した接穂を1953年には6月9日に，1954年には4月17日，5月17日及

び6月16日の3回に亘り，2年生のオニグルミ砧に揚接で切接を行い，それらを電熱温

床に伏込むと共にその一部を野外の排水のよい緩傾斜地に高畦を作り，接合部を地下5

～6cmに埋めて梢，々斜めに仮植した。露地植の接木苗の上にはヨシズを覆い直射光線

を遮ぎり，地温の変化を少くすると同時に乾燥を防いだ。なお，6月中下旬には砧芽を

掻きとった。

　因に，野外の6，7月頃の仮植床の地温は第9図の通りである。即ち，地下10～20

cmの地温は20～220　Cで，恰度電熱温床の地温に略．々近いが，この頃には既に自然状態

でも，発育が進み新梢も根も相当に伸長を開始しており，揚接等で根を乾燥させること
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第9図　野外における仮植床の地温の変化（1953）

は接木後の生育を著しく害することになるから注意を要する。

実験2　貯蔵接穂の芽の発育度

　接穂の貯蔵法が異なる出合に，活着率に相違を生ずる原因を探るために，横穴貯蔵と

冷温貯蔵の接穂の6月9日における外観的発育度を比較してみた。

実験3　貯蔵接穂の体内成分の変化

　接穂の貯蔵法の相違による活着率の相違の原因を探るために，貯蔵中の休内成分の化

学的変化を調べた。分析材料としては，芽の分棉こは頂芽及びこれに次ぐ2芽を供試し

接穂全体の分棉こは30cm前後の枝の中央部3Cln位を15本の接穂からとった。材料は細

切して80～90。Cで乾燥した。

　可溶性無窒素物の測定には，試料19に200ccの水を加え，これに25％塩酸20ccを加

えて，湯煎上で加熱し，冷却して苛性ソーダで微酸性にしてから，レーマン・マカン・

スクール法で定：量した。

　全糖は試料19に水70ccを加え湯煎上で加熱して糖分を抽出後，濾過し，その濾液に塩

酸（0．725％）を加え，30分加熱分解後苛性加里で微酸性にし，前と同じ方法で定量した。

　窒素は乾燥粉末をセミミクロケルダール法を用いて定量した。

　　蜥　実験結果　　　　‘

実験1　貯蔵法を異にする接穂の活着率

　上述の如く異った：方法で貯蔵した接穂を用いて接木した場合の活着率は第9表（1953）

及び第10表（1954）の通りである。

　則ち，1953年には単に予備的に6月9日における活着率をみたのであるが，戸外並び

に電熱温．床利用のいずれの接木においても，横穴貯蔵の接穂よりも冷温貯蔵の接穂が活

着率が高く，その傾向は特に戸外接木の揚合に著しかった。
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繁9塞　接穂の貯蔵法並びに接木法を異にした場合の6月9日における活蒲率G953）

接　　木　　湛i　　接穂の貯蔵法　　接木本数　　活着本数
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　第凄0袈　接穂の貯蔵法並びに接木法を異にした場合の接木の活薙率　　（1954）
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実験2　貯蔵接穂の芽の発育度

　冷温貯蔵の接穂が横穴貯蔵の接穂よりも活着率において優る原因を探るために，貯蔵

後の接穂につき接木直前の芽の発育状態を両三について比較すると第10図Aの通りであ

る。

横穴貯蔵　　冷蔵魔貯蔵

湧

　採取月日2月II日　　2月1嬢
　接本月口　6月9日　　　6月9日

第10図A＝普通横穴貯蔵と冷温貯
　　　　蔵の芽の発育
　　　　　（∫une　　9，1953）

灘 籔

懸墨
継lC蟹B　野外における胡桃の接木蓮の発育

　　　左　横穴貯蔵区　　右　冷温貯蔵区

　　　　　　　　　（July　15，1953）
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　即ち，6月9日において冷温貯蔵の接穂の芽はその発育程度が外観的に採取当時と殆

んど変らなかったが，横穴貯蔵の芽は採取当時と異り，芽の発育は著しく進み，恰度野

外の母樹における4月中旬の繭二期の芽の状態であった。

　従って，上述の実験においては頂芽を使用せずに，発育程度のおくれた二条の基部の

芽を選んで接木に供した位である。

　因に，冷温貯蔵の接穂と横穴貯蔵の接穂を使用した胡桃の接木苗の野外における生育

は第10図Bの通りである。

実験3　貯蔵接穂の体内成分の変化

　冷蔵接穂は横穴貯蔵の接穂に較べて著しく活着率が高いから，貯蔵方法を異にする接

穂！こっき’貯蔵後の体内成分の相違を調べた結果は第11表（1953）及び第12表（1954）の

通りである。

第11衷横穴及び冷温貯蔵後の接穂（カシグルミ）の体内成分の相違　　（1953）

貯蔵，誰蔵．取出

　　　　坊法月日

2月11日

2　11

2　11

穴
温
温

横
冷
冷

6月9日

6　9
7　15

可溶性
無窒素物
　（枝）

17．068％

20．888

19，062

全 糖

枝　　　芽

全　窒　素　　水分含量：

枝　　　芽　　　枝　　　芽

4．316卿．539％1．059％i2．90157．65％

7・…1・2．532・…3，L・・98・4⑤85

7・945 P10・663・・076　1・692146・55

74．79％

50．67

51．94

但し，水分含量は生体％，他は乾物％で示すQ

第12表　冷温貯蔵した接穂（カシグルミ）の体内成分の変化　　（1954）

取　出　月　日
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52．78
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全窒素含量：

枝　　　芽

1。119％

1．120

1．116

1。090

1．107

1．091

2．078％

2．084

2．068

1．908

1．792

1．796

全　糖　含量

枝 芽

7．672％

7．344

7．184

7．738

7．946

8．400

8．682％

9．456

9．380

8，666

7．935

7．904

懸
枝

輪
素
枝

無
物
性ミ

ぜ
可
窒

26．444％

23．202

23，860

22．585

20．487

19．044

18．772％

15．858

16．676

14．847

12．541

10．644

　即ち，先ず1953年の成績について見る。二条内炭水化物は接穂を取り出した6月9日

の調査では，横穴貯蔵区においては冷温貝字蔵区におけるよりもその含量に於いて劣って

いる。換言すると，横穴貯蔵区では貯蔵温．度の高いために呼吸による物質消耗が多いと

思われる。全糖においても同様の傾向が認められ，特に芽の全糖含量が冷蔵区の：方が著　　、

しく多い。これに反して，全窒素は横穴区が冷蔵区より芽において多い。これと関連し

て，水分含量も枝，三共に横穴貯蔵の接穂が冷温．貯蔵のものより著しく多い。殊に，芽

において窒素及び水分含量が多いことは発芽現象が内部的に顕著に進みっつあることを

明らかに示している。

　次に1954年の成績についてみる。この場合は単に接穂の冷蔵申の化学的変化をみただ．
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けで，第12表及び第11図（A，B）の通りである。即ち，冷蔵しても時日の経過と共に

枝野中の可溶性無窒素物，特に澱粉その他が加速度的に減じてゆくことが顕著に認めら

れる。これを更に芽の部分だけについてみると，6月1日を中心として全窒素及び全糖

分の含量が急速に低下している。

　　W　老察並びに結論

　以上の実験1及び2，3で得た成績について老察して見る。接穂を冷温貯蔵すると，

横穴貯蔵した場合よりも，接木活着率が極めて高い。この傾向は，接木：方法として従来

の戸外接木及び電熱温床利用の接木のいずれにおいても認められる。その原因としては

接穂を冷温貯蔵することによって，芽の発育が著しく抑えられたことはその形態的変化

の観察より見ても明らかであり，体内成分の化学的変化より見ても，貯蔵申の呼吸によ

る物質消耗が冷蔵区では横穴貯蔵区に較べて著しく’少い。従って，接木した場合に横穴

貯蔵の接穂では砧木との聞に十分の連絡組織が出来ない問に容易に発芽伸長し，その後

養水分の補給が続かずに枯死する危険が極めて大であるが，冷温貯蔵した芽では形態的

な発達程度が極めて低い段階にあるので容易に発芽せず，しかも体内貯蔵成分が相当に

多いために，活着の可能性が極めて高いわけである。

　なお，当実験の成績の中で特に注目に値するのは，冷温貯蔵した接穂を用いれば，電

熱温床を利用しなくても，自然地温が20～23。Cになる6月であれば，90％前後の活着

率を挙げ得ることである。

　但し，斯様に接木の時期が遅れれば遅れる程，相当に伸長した三木の新梢を切って接

ぐことになり，しかも接穂の貯蔵養分も少く，年内における活着後の枝条の伸長期間も

短いので，その年の苗木の生長量は劣り，且つ組織の充実度も不十分である。従って，

実用的には矢張り電熱温床を利用して接木時期を早めるのがよい。

　第2節　接穂の採取期と芽の発育度及び漕着率

　　1　緒　　　言

　接木に際し野木よりも接穂の発育が遅れていることが接木活着の点よりみて有利であ

るからゴ接穂の発育程度に関係のある接穂の採取期が矢張り活着率に相当の影響を有す

るものと愚われる。勿論，未だ芽の発育段階の低い1，2月頃の接穂を揉取しても，そ

の貯蔵：方法が悪ければ，却ってその聞に体内成分の消耗を招き悪結果を双ぼすことにな

るので当実験では前節で述べた横穴貯蔵を行うことによって，接穂の採取期と活着率と

の関係を観察した。更に接穂の発育度及びそれと活着率との因果関係を知る指標として

擦取時の接穂の休眠状態，及びその形態的発育程度，貯蔵直後叉は接木時の体内化学成

分の変化，接木後の癒合組織の形成程度，落芽程度などについても調査を行った。

　　丑　実験材料並びに：方法

実験1　採取期を異にする接穂の活着率

　1953年には自発休眠が最も深いと考えられる11月目1952）から，浅くなった3月（19

53）までの間に，1954年には10月（1953）より3月（1954）までの間に，毎月上旬に，

22雫23年生カシグルミの実生樹から接穂を採取して，「湿砂を充した奉果箱内に貯蔵し，

これを温度変化の少い横穴に置いた。次いで4月中下旬（1953年には4月17日，1954年
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には4月22日）に取り出し，2～3年生カシグルミの実生砧に一興こ接木した。同時に

取接の意味で，4月15日（1953）又は4月21日（1954）に頂芽が相当膨んでいる接穂を

採取して，・一時低温（OQC前後）におき，2～3日後に下端の2～3芽を勢除して接木

した。

　接木後は1953年｝こは藁囲いの電熱温床に仮植したが，その場合の床土の表面下約3

cm，即ち，接木の接合部近くの地温（正午頃）は第13表の通りで200C前後である。

　　　　　　　第13表　電熱温床内地温（地下3cm）の変化　　　　（1953）

調査月　日

地

　　　・・／IV　1・81・引231・◎．129．1・／・i　6」．旦・・い・

～贔（oC）　　17・5・　18・5…　19・8…　201潮　　20瞬　　21。5［　20・1i　21・7i　20－5i　21・01　214r

　1954年にはコンクリート権の電熱温．床を利用し，温度調節器を用いたので，地温一は

　25。C前脚であった。

実験2　接穂の採取期と休眠の深さ

　1950～1952年の3力年に亘り，10月～4月の問に2週間おきに樹勢の等しい1年生魚

を10本ずつ約30cmの長さ｝こ勢って温室内（約250　C）に挿伎し発芽所要日数を調査し，

その長短を以て休眠の深さを予想した。この場合切口の腐敗による吸水の困難化を防ぐ

為に，数日おき1こ水を取替えると共に，直属の基部を僅かずつ勢除した。

実験3　接穂の採取期と芽の形態的変化

　採取期を異にする接穂の芽が貯蔵終了直後（接木直前）に，各女どの程度に発育して

いるかを外部並びに内部形態的に検鏡観察した。

実験4　接穂の採取期と体内成分の変化

　接穂の採取期と活単産との関係を接穂の体内成分的にみるために，採取期を異にする

接穂の貯蔵申並びに接木時の体内成分の変化を観察した。その方法は主として前節で述

べたと同様である。

実験5　接穂の採取期と癒合組織の形成

　1954年4月21日に地温250C，湿度90％前後の電熱温床に，接穂の採取期を異にする

接木’苗を仮植して，その後10日目，15日目及び25日目の3回に亘ってその活着程度と共

に癒合組織の生成状態を比較した。

実験6　接穂の標愚筆と落芽野卑

　実験5の材料を用いて接穂の落芽状態を調べた。

　　　顕　実験結果

実験1　採取期を異にする接穂の活薦率

　2力年に亘り調査した採取期を異1こした接穂と活蒲率との関係は第14表（1953）及び

第15表（1954）に示す通りである。

　即ら，．活着率が最も高いのは11月（1953）或は12月（1954）採取の接穂であるが採取

期ゐ11月～3月間には大した相違はなく，いずれも良好な活着率を示している。最も劣

るのは10月（1954）及び4月（1953，1954）に採取した接穂であり，特に採取期の晩

い接穂において落芽の発生が多く4月に採取した接穂においてはその傾向が顕著であ
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第14表接穂の採取期の相違と活着率　　（April　17．1953）

採取副供璽塑1一端越率｝落塑数薩轟劃賊本数
日

3
3
4
5
5
1
5

月11

P2

P
2
3
4

20；本

20

20

20

20

20

19本

18

17

17

17

15

95．0％

90．0

85．0

85．0

85．0

75．0

0本
1

1

1

3

5

一本
1

1

1

1

2

1本
2

3

3

3

5

第15表接穂の採取期の相違と活覆率　　（May　17．1954）

採取月・鰍野州堅剃齢至落躰数回芽数1枯琳数
10月25日

11　25

12　25

1　25

2　25

3　25

4　25

20本

20

20

20

20

20

20

15本

16

19

18

18

18

15

75．0％

80。0

95，0

90．0

90。0

90．0

75，0

9本

8

5

10

11

9

14

13個

12

7

14

15

12

25

5本

4

1

2

2

2

5

る。即ち，たとえ活着しても接穂の芽が伸長せず，活力を失って途中で脱落するのであ

る（第12図参照）。1953年度の活着率が1954年度め活着率より総体的に劣っているのは

前者では藁囲い温床で地温が20QC前後であり，後者ではコンクリート枢の温床で地温

が250C前后であったことにもよるのであろうと思われる。

　なお，第3章で述べた1951年2月及び3月の電熱温床（250C前陣）利用の接木実験

で100％に近い好成績を収．めたが，これは同年1月15日に採取した接穂である。

実験2　接穂の採取期と芽の休眠の深さ　　il

　接木後の接穂の発芽の遅速と関係の深い芽の休眠状態について観察した結果は第16及

び第17表に示す通りである。

　　　　　　　　第16表　胡桃の休眠解除に要した日数（1950～1951）

　㈲　水に挿話した場合　（於京都）　　　1⑧　電熱温床延下枝した丁合　（於伊那）

鰍朋レ・・ル・い・・ル・1墨．剛オ・継．Lカ…レミー

11月18日

12　6

　18
　28
1　20

2　3

　16
　28
3　6

53日

37

35

33

28

23

14

7

8

35日で枯死

　55日

　43
　34
　25
　14
　11
　　7

　　7

月一日

12　29

1　9

　31
2　／2

　27
3　15

　26

一日

9
0
Q
ソ
8
4
0
6

1
2
1
1
1
1

一日

9
9
7
8
0
1
6

2
2
2
2
2
1
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第17表　胡桃の休眠解除に要した日数（1951～1952） 於伊那

者轍月則・・クル・藤枝朋1・・クル・睡枝肋i…ル・i・・クル・

　　　　　1　　　　　　　い95a阻細還、死…随Lll

　　11’、1門。㎡　噛

　　12．10　　　　37　　　　　　　　　　　　3，14

　　　24126　　28…

19日

14

！3

12

7

6

　　　
：：ll？死

　22　　　10

10．11　　60

29日

11

21

15

40

　即1ち・自発休眠の最も深い時期はオニグルミでは，10月中旬から11月下旬頃，カシグ

ルミでは10月中，下旬から12月上旬頃までで，オニグルミもカシグルミも共に11月が自

発休眠の最も深い時期で，これ以後は次第に浅くなっている。

　従って，接木の活浩歩合と接穂の自発休眠の深浅との関係は，接穂の自発休眠の最も

深い頂点を過ぎた後では，早く採取したものの方が接穂として活着成績が良い傾向が見

られる。

実験3　接穂の採取期と貯蔵申の芽の形態的変化

　i）外部形態的変化

　実験の結果は第13図の通りである。

　　　　　’6

壽遵 蝿
”

　　　　　　　　採1仮月El　l1月3B　12月3目　　　　1月4日　2月5B　3月5日　4月15日

　　　　　　第13図　接穂採肢期と貯蔵接穂の芽の肥大　　（April　15．1953）

　即ら，1953年4月15日の観察において11月3日（1952）に採取した接穂の芽は著しく

小形であり，これに次いで12月3日（1953），1月4日（1953）に採取した接穂の芽も比

較的小形であったが，自発休眠完了後の2月5日以後採取の接穂の芽は大きく肥大し，

殊に，4月15日採取（取接）の接穂の頂芽は著しく肥大生長して発芽直前の状態にあっ

た。

　同様な観察を1953年10月から翌年4月21日までの間に擦取の接穂についても行ったが
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　　　5　　　　　　　6　　　　　　7

019

　　13　　　　　14

　　　　　　　コ　　P．P　　　　b　　　　　　p　sc

15．

　　8
P、b　PrP．b

バ＼
　12P．P

P・S　P　　b

9．p．生長点（Growing　Point）

P．b．苞の原基（Primordia　of

　bract）

P．p．花弁の原基（Primordia　of

　Perianth）

S．C．鱗片（Scale）

b。　苞（Bract）　　　．

P．　花弁（Perianth）

PlS．柱頭の原基（Primordia　of

　st｛9ma）

　　　　第14図　カシグルミの接穂の採取貯蔵期と頂芽（混合芽）の発育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1952～1953）

（1）1952年11月に採取し，直ちに固定。　　（2〕同年12月に採取し，直ちに固定。

（3）1953年2月に採取し，直ちに固定。　　働　同年4月に採取し，直ちに固定。

　即ち，採取期の遅れるにつれて，頂芽の分化が著しく進んでくる。11月及び12月に採取した接穂

の頂芽の分化程度に較べて，休眠解除後の2月採取のものは頂芽は著しく進んでいる。

（4）1952年12月に採取貯蔵し，1ヵ月後に固定。　　（5）同年同月に採取貯蔵し，2ヵ月後に固定。

（7）同年同月に採取貯蔵し，3ヵ月後に固定。　　⑳　同年同月に採取貯蔵し，4ヵ月後に固定。

　12月3日に採取貯蔵したものを，毎月坂り出して固定観察して見ると，貯蔵中にも徐々に分化す

ることが認められる。

（6）1952年11月3日に採取貯蔵し，4ヵ月後に固定。　　（8）1953年1月に採取貯蔵し，2ヵ月後に固

定。　　（9）1953年2月に採取貯蔵し，1ヵ月後に固定。

㈹，⑳，②，⑬及び（凶は11月，12月，1月，2月及び3月に採取貯蔵して，何れも4月15日た固定した

もので，やは．り採取期の遅れる程，分化が進んでいる。
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同様iの傾向が認められた。

　ii）内部形態的変化

　貯蔵申に接穂の芽が如何に発育変化するかを解剖学的に観察するために，試みに，11

月から4月までに毎月採取した接穂の頂芽（混合芽）につき，一部は直ちに検鏡すると

共に・他は貯蔵してその後定；期的に取出して観察した。その結果は第14図1～15の通り

である。

　更に，これらの頂芽の一部（花芽）の分化状態から，貯蔵申における分化程度を採取

観察時期（月）

　与　皿　　紐　　［　　II　lll　w

11

12

1

2

3

1〔nnハ〔

n〔妓娯
◎◎賊、

◎二

二
第15図　カシグルミ接穂の採取貯髄期と頂芽

　　　　（花芽）の発育（模式図）

　　　　　　　（1952～1953）

期と関連した模式図で示すと第15図の通

りである。

　即ち，胡桃の接穂の頂芽を接木前に早

期に揉取し横穴貯蔵した揚合と，接木時

に擦取した揚合とをその形態的発育度に

つき比較すると後者において著しく分化

が進んでいる。しかも翼月から4月の問

では，晩く採取貯蔵したもの程，分化が

進んでいることが認められる。

実験4　接穂の採取期と体内成分の変化

　霜取貯蔵後の芽の発育状態の指標とし

て，採取期を異にする各接穂の水分並び

に化学成分の変化をみた結果は次の通り

である。

　i）含水：量　貯蔵後（4月15日）の含

水量を比較すると，第18表及び第19表の

通りである。

第18表　接穂の貯蔵と水分含量　　（1952～1953）

接穂採取月日

11月3日

3
4
4
5
1
5

12

P
2
3
4

　接穂の水分含量
採取時阻遭、調

瞼の水分含量芽の乾物％
　（貯蔵直後）　1（貯蔵直後）

55．06％

56．25

48，25

48，23

49，47

56．29

55．56％

56．22

56．81

54．97

55．92

56．29

56．24％

58．26

59．11

61．05

61。83

72．11

43．76％

41．74

40、89

38．95

38．17

29．89

活　着　率

95。0％

90．0

85．0

85．0

85，0

75．0

註：水分含量は生体％

　先ず，採取時の水分含量についてみると，1953年には接穂全体につきみたが，11月，

12月には55～56％であるのが，1月及び2月，3月には48～49％となり著しく少くなり
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第19表　接穂の芽の水分含量　　（1953～1954）

接穂採取丹州

10月25日

11　25

12　25

1　25

2　25

3　25
4一＼21

水　分　含　量

採取・時貯蔵後
51．75％

50．29

48．44

44．55

49．69

67．41

81．34

57．92％

59．22

59．64

．63．21

66．31

72．64

81。34

乾　　物　　含　　量

採　取　時　貯　蔵　後

48．25％

49．71

51．56

55．45

50．31

32．59

18。66

42．08％

40．78

40．36

36．79

33．69

27．36

18．66

活　着　率

75．0％

80．0

95．0

90．0

90．0

90．0

75．0

註　i）貯蔵後とは4月21日横穴より接穂を取出して処理したものを示す。

　　li）水分含量，乾物含量は生体％

・4月には再び56％と増している。1954年には芽についてみたが，その傾向は略．々似てお

り，10月，11月，12月には51～48％であるのが，：気温．の低い1月には44％となり，その

後気温．の稽汝上る2月末には49％，次いで3月にば67％，4月には81％と気温の上昇に

伴う樹液の流動の旺盛化と共に一層芽の中の水分含量も増加している。

　斯様な状態にある接穂を一定期間低温下で貯蔵した後の4月15日の水分含量は，接穂

金平（1953）についてみると，採取時の如何に拘らず総て55～56％で各区の間に殆んど差

を認めない。しかしながら，芽についてみると，1953年及び1954年のいずれの調査にお

いても，10月～4月間に採取期を異にする接穂において，早く採取した接穂の芽の水分

含量は低く，晩く採取した接穂の芽の水分含量は高い。即ち，1953年には56％から72％

Eへと，1954年には57％から81％へと採取期の晩くなるに従い接木直前の芽の水分含量は

次第に多くなっている。このことは，母樹よりの接穂の弓取期が晩い程，接木時におけ

る芽の発育が著しく進んでおり，活着率の劣ることと一致している。

　ii）窒素含量　水分含量と同様に，発芽直前の接穂の芽の発育程度を知る指標として

採取期を異にする接穂の貯蔵前後の窒素含：量の変化を調査した。その結果は第20表の通

りである。

第20表　カシグルミ接穂の採取期と接穂及び芽の全窒素含量の変化（乾物％）

採取月日

11月3日

3
4
5
5
1
5

12

P
2
3
4

接 穂 芽

貯蔵直前

1．059％

1，041

1，087

1．133

1。216

1．335

貯　　蔵　　期　　聞　　申

用・・｝・H・日1・月…

1．041％

1．050

1．05G％

1．032

1．082

一％

1．128

寄蔵終了直後

4月15日

1．013％

1．041

1・．078

1。114

1．151

1．335

貯蔵終了直後

14月15日

1．934％

1．888

2．026

2．072

2．256

2．947
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　即ち，1952年の11月から1953年の4月までの間に採取した接穂でみると，母樹に着い

たままでは接穂全体及び芽の中の窒素含量は発芽が近づくに従い増加するが母樹より採

取して貯蔵しておくと同じ4月15日に調査しても早く採取したものでは窒素含量が少

く，晩く採取したもの程窒素含’量が多くて，早く採取して貯蔵したものではそれだけ芽

の発育程度の遅れていることを示している。同様に1953年10月から1954年4月に亘り，

貯蔵中の接穂の芽の中の全窒素含量の変化を調べてみると，第21表に明かな如く，矢張

り同様な傾向を示している。

第21表　カシグルミ接穂貯蔵中の芽の全窒素含量の変化（乾物％）（1953－1954）

採取月　日 貯蔵直前1貯灘了醐・月・・副 増

0
1
2
1
2
3
4

1
1
王

月 25　日

25

25

25

25

25

21

1。535％

1．604

1．581

1．553

1．576

2．093

3，641

1．990％

1．999

2．046

2．139

2，441

3．339

3．641

0．456％

0．395

0．465

0．586

0．865

1．246

　即ち，母樹よりの接穂の採取が遅れる程，採取期の芽の中の窒素含量は増大するが，

接穂を貯蔵しておくと，同じ4月21日に取出して調査しても，早く採取して貯蔵した接

穂の芽の中の窒葉含量は少く，それだけ芽の発育は遅れており，逆に晩く貯蔵した芽の

中の窒素含量は著しく多く，それだけ発育の進んでいることを示している。

　iil）炭水化物含量　接穂の炭水化物含量の多少は接木直接の癒合組織の形成及び薪梢

の生長などに相当の影響を有するものと思われる。それ故，カシグルミの1年生枝の先

端5cmの部分を1952年11月から1953年4月に亘り各月の上旬に採取して貯蔵し，接木

直前の4月15日目一斉に取り出して，その化学的成分を観察した。その結果は第22表の

通りである。

　先ず，接穂の採取；期の可溶性無窒素物及び全判についてみると，11月から4月までの

問に相当に複雑な変化を示している。しかし，これは母樹に着いた接穂の体内成分の変

化であるから，植物体のその部分における物質自体の質的変化と共に，他の部分との間

の移動交流をも考えられる。従って，この成績からは接穂を揉罰するには2月上旬に行

うのが可溶性無窒素物及び全糖の含量が最も多いことを示している。

　次に，貯蔵終了後（接木直前）の4月15日の含：量についてみる。この場合には既に母

樹より切り離してあるので，他の部分との間の成分的交流は考えられず，そのもの自体

の質的変化による増減や呼吸消費による減少が予想されるだけである。実際の測定結果

についてみると，11月から4月までの問においては，晩く採取した接穂ほど可溶性無窒

素物も全糖も含量が多い。従って，この点では今回の接穂の操取期の早晩と活着率の難

易との間の関係に対し一定の因果的説明をつけることは出来ない。

　1953～1954年に亘っては，接穂の芽の全糖，還元糖及び非還元糖につき同様の調査を
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第22表　カシグルミ接穂の採取期と可溶性無窒素物及び全糖含：量の変化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乾物％）　　　　　　（1952～1953）

可溶性
無窒素物
含　　量

接
穂
、 芽

採取朋 P採取期

　　　　　［

貯　蔵　期　聞　中

・月・日1・月・日1・月・・日

日

0
り
0
り
4
F
D
r
O
　
D

　
　
　
　
　
1

月

1
2
1
2
3
4

1
1

25．066％

23．791

23，305

24．884

24．641

22，715

　　　　　　　　　　　　10，481

　　　　　　　　　　　　8．043

　　　　　　　　　　　　6．980
　　　　　．　　　　　　　　　　r　「　7　．　一　一　．　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　．　一　　　　　一　　　一　一　．　　　一　一　一　一　．　．　…　　一　一　　」　．　「　繭　「　一　巾　一　．　．　　　　」　一

124。581％123，973％

23．488　　23．258

　－　　22．787

6．221

6．191

7．010

7，239

7．573

％

　
　
　
9

一
　
一
6
0

　
　
　
2
3

貯蔵終。譲

・・月・剛騨了鹸

　　　　　　　　　　％20．534％’

19．946

19．651

21．250

21．712

22．715

6．919

5．207

5，104

4。972

5．752

6．115

6．980

9．237

9．090

8．883

9．881

10．503

10．419

第23表　カシグルミの接穂貯蔵中の芽の糖分の変化（乾物％）（1953～1954）

採璽月日 貯蔵、直前1貯刷了鹸（4月2・日）

量含糖全

量含置旧還

10　月

11

12

1

2

3

4

10

11

12

1

2

3

4

25　日

25

25

25

25

25

21

25

25

25

25

25

25

2望

非還元糖含量

0
1
2
1
2
3
4

1
1
1

［
0
【
D
F
D
ド
D
5
　
D
1

2
2
2
2
2
2
2

6．246％

6。578

6．292

10．868

12．555

12．198

8．866

5。606

6．292

6．120

7．722

7．894

8．408

8．351

0．644

0．286

0．172

3。146

4．662

3．790

0．515

・8，580ヲ6

9．610

9．724

10，639

11．211

10．982

8．866（屋外）

7．493

9．434

9．667

10．582

10．982．

9．438

8。351

1．087

0。176

0，057

0．057

0．229

1．544

0．与15
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行ったが，いずれも活着率との問に密接な関．係を認めることは出来なかった（第23表）。

実験5　接穂の採取期と癒合組織の形成

　接木の活着には先ず接合部において接穂と添木の双方の切口に癒合組織が形成され，

それ等め連絡によって養水分の運行の自由になることが必要である6．

　従って，採叡期を異にする接穂の癒合組織の形成の難易は，ある意味では接木の活着

の難易を示すことになる。そこで，1953年工0月下旬から1954年4月下旬までの聞に，毎

月約20年生のカシグルミから採取した接穂を横穴貯蔵し，4月21日に一斉に取り出して

接木し電熱温床に伏込み，10日，15日及び25日後の癒合組織の形成状態を肉眼的に比較

観察．した。その結果は，第24表の通りである。

第24表接穂の採取期と癒合組織形成の難易 （1954）

接木後．個体

の磁翻］・・月25日

10日目

15日目

25日目

採 取 期

1
2
3
4
5

　
　
　
　
十

十
十
　
　
十
十

　
　
　
　
十

十
十

｝・・月25日ii・顕・

1
2
3
4
5

　十十十

十十十十

十十十十十

　十十十

　十十

＋＋　i＋＋

　＋　　i＋＋＋
＋＋＋1　＋

＋＋ @i＋＋＋
十十十十　　　　　十十十十

　十一　　　　十十

　十一　　十十十十十

十十十÷十1十十十十十

　十一ト十　　1十十十十十

　十十十　i　十十十

・月25日i・月25日1・月25日

享‡鷹宰
　　　　1　　　1
＋＋＋＋ P＋＋＋｛

＋慧㌔＋貫＋l

　　　　　　　　　I

十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十十十

　十十

十十十十十

　十十

十十十十十

十十十十

十十十

十十十十

十十十十

十十十十

　十十

十十十

　十十

十十十

十十十十

4月21日

1
2
3
4
5
6
7
3
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

十十十十十

十十十十十

十十

十十十

十十十

十十

十十十

十十十十・

十十十

　十十

＋＋＋＋＋1＋＋＋＋＋

＋＋＋＋塁＋＋＋＋＋

＋＋＋＋i＋＋＋＋＋．

　十十十　1十十十十

＋＋＋＋＋ト＋＋＋＋＋i∴埴二二‡＃

十十 十十十十

　十十

　十十

　十

十十十十十

十十十十十

十十十

十十十

十十

十十十

　十

十十十十

十十十十

十十十十

十十十

　十十

十十十

　十十

　十十

十十十

十十十十

＋＋＋＋＋！＋＋＋＋＋

＋＋＋＋＋i＋＋＋＋

十十十

十十十

十十十十

　十十

　十
十十十

十十十十

十十十十十

　十十十

十十十十

十十十十十

　即ち，個体変異が相当にあるために正確な判定は困難であるが，接木後10日目の調査

では，1月区及び2月区が最：も優り，10月区が明かに劣っている様である。この揚合の

接穂の芽の状態は，10月採取区では未だ固く小形であるが，11月区，12月区及び1月区

では稚汝膨らみ，2月区では展葉開始直前であり，3月区では展葉し緑色であった。引

き続き15日目の調査をみると，12月区，1月区，2月区が最も優り，次いで10月区，11

月区，3月区であり，4月区が明かに劣った。更に25日目の状態をみると，12月区，1
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月区，2月区が最も優り，次いで3月区であり，10月区や11月区は明かに劣った。なお

この場合に案外に4月区が良好であった。いずれにしても，12月，1月及び2月採取区

の接穂の癒合組織形成状態が常に優れていることは明確である。

　1955年には，同様に採取期を異にする接穂について，接木後の癒合組織の形成量を比

較測定したが，その結果は第25表及び第16図の通りである。

箪25表採取期を異にする接穂の接木後の癒合組織形成量 （1955）

蒲白一髄？懸馴・2月25日1・月25日｝・胆日｝・月・・日」・月24・

4月30日
5　　　5

5　　　10

5　　　15

0，53mg

17．58

51．30

64．6Q

1。83mg

27．75

60．12

67．54

5．37mg

25．27

52。82

67．30

3．481ng

19．63

48．77

47．30

6．00mg

14．90

12．10

16．20

註　i）　接着部における接穂側の癒合組織の形成量とす。

　　ii）　供試本数は1区6本で，1本に2芽着生する。
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第16図　接穂採取期と癒合組織形成量（穂1本当り）

　　　　　　　　　　　　（April　25，1955接木）
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　即ち，1月区（67．54nlg）及び2月遅（67．30mg）が最も優り，次いで12月区（64．

60mg）であり，3月区（47．301ng）は相当に劣り，4月区（16．2mg）は最：も劣っている。

　結局，これを前年の肉眼的観察の結果と比較してみると，12月区，1月区，2月区が

優れていることは似ているが，3月区が梢女劣っている点は異り，次に4月区が著しく

劣っていることは矢張り一致している。従って，接木後の接穂の癒合組織の形成量の多

少は，ある程度，活着の難易と一致するもののようである。

　但し，この場合に，採取期を異にする接穂を接いだ嘉木の接着部における癒合組織形

成量についても観察を行ったが，一定の傾向を認めることは出来なかった（第26表）。こ

れは砧芽の掻きとり時期や山木の個性，接穂の生長状態等の影響をうけたためと思われ，

特に4月採取区の四這の癒合組織の形成が良かったことは接穂への養分移行量が少くて

済んだためではなかろうかと予想される。

第26表採取期を異にする接穂を接いだ場合の藤木の癒合組織形成量　（1955）

諮二一魎蝉蝉1・2月25・1瑚25・i・月23・1・月25・・月24日

・月3・酬
5　　　　5

5　　　　10

5　　　　15

　3。42mg　　　　4，33mg　　　　5．101ng・

ム：：婁：　　　　　　！ま？：ζ3　　　　　　1「『ξ：曾8

23・．・31・86．・・…75

4．30mgl　4．87mg

28。75　　　　　　23．35

82．37　　　　　　　90．15

176．76　　　　　246．53

実験6　接穂の採取期と落芽歩合

　接穂の採取期と接木後の落部歩合との関係は，ある意味では接穂の採取期と接木の活

着率との関係を示すものである。即ち，活着が不良であれば，接穂への養水分の補給が

円滑でないために落差を招くわけである。従って，活着率に影響する事項の中に同列に

述べることは妥当でないかも知れないが，活着率に関係する一事項として記すことにし

た。調査結果は，第27表（1954），第28表（1955）及び第17図の通りである。

　即ち，1954年度の調査では多少の喰違いもあるが，1955年度の調査では判然と接穂の

採取期の早い区ほど落芽歩合が少く，採取期の遅い区ほど落魚歩合が多く，12月～4月の

採取区についてみれば，活着率の高低とよく一致した。しかし，10月区及び11月区につ

いてみると，活着率が多少低いに拘らず落芽歩合が比較的少い点は注目に価する。これ

は恐らく，芽の発育度が極めて低く，未だ芽が容易に発芽せず固い状態にあったから，

養水分の要求度も低く，接木活着に比較的長期を要しても枯死する芽の割合が比較的少

なかったのではないかと思われる。併し，これらの点については，今後一層の調査を必

要とする。

　　煙　考察並びに結論

　前節で述べた如く，2月頃に採取した接穂を冷・温貯蔵して接木時の芽の発育度を抑え

ておくと，横穴貯蔵をした場合に較べて接木の活着率が極めて高くなる。これは一面こは

低温一によって貯蔵申の体内物質の呼吸による消耗を出来る限り防ぐことになるが，他面

には接木した場合に未だ芽の発育度が極めて低く，接着部における砧木と接穂間の連絡

組織が一卜分に形成されてから発芽伸長するから，新梢に対する養水分の補給が円滑に行
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第2了表接穂採収期の相違と落芽数の多少 （1954）

接木後の日数

10

P5

Q5

目
肩
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われ，活着が良好なものと思われる。

　その意味において，貯蔵法さえ完全であれば接穂を母樹より採取する潮合に，休眠が

深く芽のi発育度の低い11月，12月頃に採取して貯蔵した方が，発芽前の3月，4月に採

取するよりも活着率は歪なるものと予想される。

　事実，当実験の成績によると，1953年には11月～4月の間において接穂の採取期を種

種変えてみたが，11月区が95％で最高の活着率を示し，次いで12月区が90％で優れ，1

月区及び2月区，3月区はいずれも85％で矢張り相当に優れ，これに対し4月区は75％

で劣っている。1954年には，10月～4月の間に揉紛したが，12月区が95％で最も優れ，

次いで1月区，2月区，3月区はいずれも90％であり相当に優れ，10月区と4月区が75

％で最も劣っている。従って，両年の調査成績からみると，12月～3’月間に採取し適当

に貯蔵すれば実用的には大した相違のないことが窺われる。これに対し4月の採取は著

しく活着率不良であることは両年共に一致しており間違いがない様である。

　そこで，自然状態における枝条の芽の季節的の休眠状態を調べてみると，10鳳11月中

は発芽に40～60日を要するが，3月下旬頃になると1週間位で容易に発芽することがわ

かる』また，採取時の相違による貯蔵後の芽の内部及び外部形態的変化を調べてみると，

後期に採取した芽は相当に分化しているが，早期に操取した芽は外形的にも未だ小さく

固く，内部形態的にもその分化程度は極めて低く，接木後において容易に発芽仲長しな

いことが認められる。

　これを芽の水分並びに窒素含量の点よりみても，矢張り同様の傾向が認められ，接木前

の同じ期日（4月15日半の観察であるのに，早く採取した接穂では水分や窒素の含量が晩く

採取した接穂の含量に較べて遥かに少く，未だ発育程度の極めて低いことを示している。

　更に接木と関係ある事項として採取期を異にする接穂について，接木後の接着部にお

ける癒合組織の形成量を調べてみると，肉眼的並びに定量的のいずれの観察においても

12月区，1月区及び2月区が最も優れ，次いで3月区は相当に劣り，4月区は最：も劣っ

ている。また，接木後の接穂の落芽歩合をみてみると，12月～4月の採取期では，早期

程落芽歩合少く，後期程落芽歩合が多い。

　従って，あらゆる点から判断して理想としては，接穂を12月から2月までの間に採取

して貯蔵しておくのがよく，貯蔵方法さえ完全であれば，更に遡って11月採取でも良く

また，接木時の気候条件が適当であれば3月採取であっても実用的には何等差支えなく

良好な効果を奴めている。ただ，4月の採取は当実験成績の示す範囲では活着率が他の

揚合に較べて著しく劣っている。

　なお，標早期を異にした接穂の採取時と貯蔵後の休内の化学的成分をみたのに，採取

時の接穂全体並びに芽の申の無窒素化合物や糖分含量の高いのは2月頃であるが，これ

を貯蔵して4月中旬の接木直前に調査すると，11月～4月の間では標魚期の亡いもの程

含量が高く，活着率の高低との間には一定の傾向を認めることは出来ない。

　　w　摘　　　要

　接穂の採取期間は12月～3月を好適とし，それを冷温貯蔵して4月～6月に接木し，

電熱温床に伏せることによって，100％の活着率をあげることが出来る。
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第5章　活着慶に影響する被条の癒合組織形成の難易，

　　　タンニン含量及び導管の大きさと分布密度

　従来，極めて活漕が困難であった胡桃の接木も，この度の著者の老案した簡易電熱法

の利用と，それに用いる接穂の揉取期を早くして冷温貯蔵することによって，活着率

100％の良成績を収めることが出来たが，本章では一応胡桃の接木が他の果樹類に較べ

て困難な理由について老卜してみることにした。即ち，前述の如く活着が容易でない原

因の一つとして，接穂の組織が構造三遍が太く，中空で乾燥し易いために貯蔵の困難な

ことが考られるが，その他にこれまで他の果樹類について接木活着の難易に関係ある事

項として接合部における癒合組織（Callus）形成の難易，組織内におけるタンニン含：量，

導管の大きさと分布密度等が挙げられており，これらの点を胡桃に就き調査した結果を

述べる。

　第1節　癒合組織形成の難易

　　1　緒　言

　接木活着の難易に関係する要素の一つとして癒合組織形成の難易を考えに入れ，他の

接木活着の容易な果樹と比較した。

　　H　実験材料並びに方法

　リンゴ，梨，栗，柿及び胡桃について1951年2月27日に，長さ25cmの枝を長枝の申

央部からとり，最下位の芽から基部の断面までを2cmとして，これらを20本ずつ頂部

が僅かに見える程度に地申に斜に挿し，その癒合組織の形成量を約1ヵ月に亘り観察し

た。挿床は電熱温．床で地温を250C前後，湿度を約90％とした。

　　皿　実験結果

　実験結果は第29表の通りである。

　接木活着が容易なリンゴ，梨では，早期に癒合組織が形成され，その量も多いが，梢

六接木困難である栗，柿では癒合組織の形成時期が少女遅れると共に，その量も壷口少

い。これに対し胡桃では形成時期が更に遅れると共に，その量が著しく少い。

第29表　数種の落葉果樹の挿枝の癒合組織の形成量（Feb．1951）
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第4章第2節において接穂の採取期の早晩による癒合組織形成の難易と活薦率の高低
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との間には密接な関係が認められた。即ち，12タ4月の．間において，採取期の早い接穂

は晩い接穂に較べて癒合組織の形成が著しく良好で活着率も高かったが，当実験成績に

おいても，活着の極めて容易なリンゴ，梨では癒合組織の形成が最も多く，且つ速かで

次いで比較的活着し難い栗，柿で優れ，活着困難の胡桃では最も劣り，従来の果樹の種

類による活着の難易と癒合組織形成作用の強弱との間には密接な関係が認められた。胡

桃の系統聞ではオニグルミがカシグルミよりも癒合組織の形成量において優った。

　第2節　枝三内タンニン含量

　　1　緒　言

　従来，皮層にタンニンが多い果樹類，例えば柿，栗などではタンニン酸鉄の薄膜が二

二と接穂の接合部の間に出来て，その癒合を阻害すると云われている。従って，接木の

困難な胡桃についてもこの聞の関係を調査するために一応三条内タンニン含量を調べ

た。

　　n　実験材料並びに方法

　供試した三条は充実した本年生口育枝の申間部を11月13日に採取し，これを乾燥粉末

にして分析に供した。

　粉末試料39を40二二アルコールで数回浸出し，石綿管を通して濾過し，その濾液に

塩化鉄を加え，4～5回反覆浸出した。浸出液は全部合せて蒸発し，残高を水に溶して

500ccとする。これを再び石綿管を通して濾過する。この濾液10ccを1立フラスコに取

り，水750cc，　Indigo　Carmin液25ccを加え，　KMnO41／10　N液で黄金色になるまで滴

定し，所要のKMnO4液の量を求めてAccとする。この二合KMnO4滴定の終点が不

鮮明であるから，標準色を作ってこれに等しい色となるまで滴定した。なお，KMnO、

の滴下量は1ccずつ一定量を常に滴下する様に注意した。次に，同濾液100ccに50ccの

ゼラチン液と100ccの酸性食塩液を加えて，更に1匙（109）のカオリンを加え，数分間

よく振回して後，濾過し，濾液25ccに含lndigo液25ccと水750ccを加え，前と同様KMn

O4液で滴定する・この時のKMnO4液の滴定数をB　ccとすれば・タンニン酸化に毒した

KMnO4液の量はA－B　ccである。

　1／1、〕N蔭酸溶液1CCはタンニン4ご2mgに相当することから，試料のタンニン量を算出’

した。また，これに合せて，三条の切片のタンニンの多少を調べるため，重クロム酸加

里（KCrO，）及び塩化第二鉄（FeCl，）の溶液に浸し，顕微鏡で観察し，その組織の黒

変の程度でタンニン含量を比較した（第18図参照）。

　　皿　実験結果

　1年生二条のタンニン含・量を調べた結果は第30表の通りてある。

　即ら，各果樹の一年生二条のタンニン含量で，最も多いのは日本栗であった。「これに

次いで多いのは桜桃，豆柿，柿，カシグルミ，オニグルミ，中国粟，葡萄，ペカン，

梅，桃，リンゴ，日本梨の順になっている。

　更に，重クロム酸加里及び塩化第二鉄の溶液に丁丁の切片を浸し，顕微鏡で観察し

て，タンニン含量の多少を比較した。その結果は第31表の通りである。

　タンニンは一般に皮層及び飾部に多いが・票・オニグルミ等では木部及び髄部にも存
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　　第18図　新梢のタンニン含量（July　6，1953）
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箪30袈　1年生枝条のタンニン含量（Nov．1953）
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第3三新梢の横断面におけるタンニンの多少（June　1953）
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在する。　リンゴ，梨では皮層にのみ含まれ，オニグルミでは髄にも見られる。全体と．

してタンニン含量の多いものは日本栗，オニグルミ，カシグルミ，柿等である。

　　w　考察及び結論

　松原氏（1931）はタンニン含量の多い果樹は接木活着が困難であることを報告してい

る。竹内氏（1929）は茶，枳殼及び桑について観察し，活着困難な茶にはタンニンが多・

く，活着容易な桑にはタンニンが少く，活着中位の枳殻にはタンニン含量が申位である

ことを指摘している。堀田氏（1949）は桑の種類で接木活着の難易と「 ^ンニン含量の多・

少との間に一定の傾向があることを認めている。二井内氏1等’（1949）も多くの果樹の樹・
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皮と材に含まれるタンニンを測定し，材よりも樹皮に著しく多く，タンニγの多い場合

に接木活着困難であ・るとしている。

　こめ様に，接木活着の困難な理由としてタンニン含量の多いことを指摘しているが，

現在では柿も栗も接木時期をおくらせることによって，他の果樹と同様に容易に活着し

ている。胡桃も当実験成績におけるが如く健全な接穂を用い，環境を最適条件に合致さ

せるならば容易に活着する。こ．れちの点から，従来タンニン含量の多いことが接木活着

を困難にする主要原因のように云われたが，必ずしも左様とは限らないようである。

　最：近，：兵藤氏（1952）は栗め接木を30年に亘り体験した結果，タンニンによる接木活

着不良説は一応尤もらしいけれども，細菌説と共に階帯的原因で主要な原因ではなく，

接ぎ難いものは接穂の削面細胞が短命であることが第一の原因であると述べている。

　第3節　導管の大嘘きと分布密度

　　1　緒言
　植物の相違による接木活着の難易に関係する要素の一つとして，従来導管の大きさ

と，そめ分布密度が喧しく云われている。従って，著者は接木の倒しく困難な胡桃につ

いてこれらの関係を調査してみた。

　　H　築験材料並びに方法、

　癒合組織の連絡に密接な関係をもっと思われる導管の大きさ及び分布密度等につい

て，各種果樹の一年生枝管及び新線の中央部を切断して，徒手切片　（Hand　Section）

を作り，木質部を検鏡撮影した。

　　田　実験結果

　各種果樹類につぎ観察レた導管の大きさは第19図1－22り通りで，粟，胡桃，柿及び

葡萄などで嬉大形で，』恚yびリッゴでは小形であり，桃はそり中景である。

　次に，胡桃の品種間についてみると，第19図11，12及び第32表の通りである。即ち，

第32表　胡桃の単位面積内導管数と導管の大きさ（Nov。1952）
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カシクをミ及びオニグルミの導管よ．り：多少大形であり・且つ地較的均等に分布している・

　　IV、考察輩びに結論

　竹内斥（1929）嫡茶樹寧桑御及び1只鍛の導管塗≠ヒ較し・活着の容易である桑樹では活

：蒲の困難な茶樹におけるよりも導管の直径が引きも且つ単位面積当りの導管数の少い

こ・とを認め，堀田禎吉氏（1947～49）は桑樹の品種につぎ観察し，活蒲の容易なもので
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第19図　技条の導管の大きさ及び分布σuly　23，1953）
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ユ3．　豆　　為1∫　（1｛1を圭レイ安） 14　徳有柿（1年生枝） 15．蜂k｝楠（1年みP枝）

16　　4ニクルミ　（1イ「乙｛闘支）

19　 クロクノレミ　（1｛「」一、芝）

17。　カソクノレミ　（14「生枝） 18．　サワクノレミ　（1年生枝）

20．ナイや刀ラ∴｝J誼」（拶1｛賃）　21．フライ1・ン／｝ヨ謝（拶1摺）

22．イブリフラン葡萄（幽輪）
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は大抵管径の大きいことを報告している。

　これに対し，兵藤氏（1953）は栗の接木が困難な

のは削面細胞が短命であるからで，その原因とし「て

は導管の分布が粗で，且つ，太いことを挙げてい

る。同氏によると，導管が太いと毛細管連絡が断た

れ易く，細胞が死滅し易いとの事であり，票，胡桃

桃などはこれに属し，

導管の直径及びその数（竹内1929）

　　　導渤醗匿誰諮

鵡
茶

35．4μ

26．4

14．9

108

188

648

　　　　　　　　　　リンゴ，梨，桑などはこれに反すると報告している。

著者の些の即調査成緯よると・第20図㊧ように漂・蹴鰍び舗では導管
は太く，梨及びリンゴでは細く，桃はその中間に位し，導管の太さと活着の難易との関

係については，葡萄を除き兵藤氏の成績と一致している。特に活着の困難なカシグルミ

やオニグルミの導管が比較的大形で，而もその’分布密度が粗な点は注目に価する。

　併しながら，前記の竹内氏や堀田氏の桑や枳殻，茶などについての成績とは全然逆の

傾向を示しており，接木の活蔚の難易に関係する一要素としての導管の大きさやその分．

布密度には普遍性が極めて低い。いずれにしても，1これらの点に関しては今後一層の調

査を必要とするものである。

　　摘　要

　胡桃は接木¢）比較的容易な他の果樹類に較べて癒合組織の形成は量的にも，時間的に

も劣り，枝条内のタンニン含量は極めて多い。また，導管は太くその分布密度は粗であ

る。
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第6章　砧木の種類と接穂の想望

　我国では主要栽培種であるカシグルミ（」．regia　var．　orielltis　KITAMuRA）の島木

として挙げ得られるものに，オニグルミ（J．Sieboldiana　MAxIM．）ヒメクルミ（J．　Si－

eboldiana　var．　cordiformis　K王TAMuRA）及び共砧があり，この他に胡桃に類するもの

として，高山の漢谷に自生しているサワグルミ　（Pterocarya　rhoifolia　L．）及び北海

道と岩手県に各1本あるといわれるクロクルミ（J．nigra　L．）がある。

　クロクルミは米国加州で，ペルシヤ系胡桃の過小として優良視されているが，我国の

現状では，サワグルミと同じく，原木の数の関係で増殖するのに相当の困難を伴う。サ

ワグルミ砧にカシグルミを接ぐと，よく活着するので，今後は耐寒性ある喬木性砧木と

して研究の余地があるものと思われる。

　併しながら，本節では一般的に得られ易い馬木としてオニグルミ及びカシグルミの実

生を用い，接穂としてカシグルミ及びカラスクルミ（オニグルミの一種）を接いだ揚合

の生長：量や接着部における異常肥大について調査した成績を述べる。なお，その場合に

おける生長に関係ある事項として葉内無機成分含：量やC一：N率などについても観察を行

った。

　第1節　樹体の生長

　　1　緒　言

　植物体の生長には，環境条件が著しく影響する。特に砧木の影響をみる野合には土壌

条件の如何によって，好適な搾木の種類が夫六異なることは，従来既に葡萄などについ

て詳細に調査されている。従って，当実験においてもオニグルミ砧とカシグルミ砧を用

いた場合において比較的土壌湿度を異にする土壌において生長量を観察した結果につい

て述べる。

　即ち，一般に胡桃の栽培に好適な地方は植生的に夏季に降雨量の少い中間二叉は雷乾

帯地：方であり，且つ胡桃はその性質上山野に半野生的に栽培される揚合が多く，その意

味では栽培地における土壌湿度の自然的変化がその生長に著しい影響力を有するものと

思われる。

　　丑　実験材料並びに方法

i）実験材料　1951年の春にオニグルミとカシグルミの実生（1年生）にカシグルミと

カラスクルミの接穂を接木し，その翌年（1952）の4月には低湿地にその翌女年（1953）

の4別こは乾燥地に，夫六4m間隔に定植し，その生長量を逐年測定すると共に，接着

部における接穂と呼野の異常肥大の有無について調査した。即ち，供試した砧木と接穂

の組合せは次の通りである。

　　　　　　第33表　供試した砧木と接穂の組合せ

組 合 せ ｝低湿地 乾燥地

1
2
3
4

オニクノレミ石占　　カ　シ　クノレ　ミ

カシクルミ砧　カシグルミ

オニグルミ砧　カラスクルミ

カシグルミ砧　カラスクルミ

10本

10

10

10

（1952）

　〃

　〃

　〃

10本

10

9

（1953）

　’ノ

　〃
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　なお，これらの組合せにおいて接穂に供したカラスクルミはオニグルミの一種で，本草綱目啓蒙

に『常陸の国にカラスクルミと言える胡桃あり，鳥が口をあけたる如し』と言うことから名附けた

品種である。これをよく陽乾すると，縫合線の所から殻皮を手で容易に開口させることが出来る。

元来，オ昌クルミはニホンクノレミと言われ，我国の風土気候に適し，山の薩地，谷等の湿地に自生

するものが多いが，殻皮を開いて容易に仁を取出すことが出来ず，農家では金槌で叩き割っている

ので，実は殻と共に細粉され商品価値が低い。しかし，その一種であるカラスクルミは容易に仁を

取出し得るから商品価値も高く，ペルシヤ系胡桃の栽培不利な地方にも栽培が可能で，将来栽培面

積が更に拡大するものと思われる。

ii）実験方法

実験　1　樹体の生長量

　樹体の生長量の測定には　（a）新梢の伸長量，㈲　幹の肥大量，（c）地上部及び地下

部の生体重，（d）門下の分布状態などを観察した。

　（a）新梢の伸長量　低湿地では1952年（定植年次）より1954年まで3力年に亘り測定

した。第1年目には野牛のみを残して他の枝を摘除し，第2年目には前年枝よりの頂芽

と第2芽より出た新梢を各1本として他を摘除した。測定は2週間毎に行い，合計生長

量を算出した。第3年目には原則として第2年目と同様に処理したが，分枝の多いもの

では3～4本を残し，下枝の頂芽をのみ伸長させた。乾燥地においては，1953年（定植

年次）より2力年間調査したが，その要領は低湿地の場合と同様である。

　（b）幹の肥大生長　地上3～4cmの幹の基部に記号をっけ，幹の直径を同方向に，

2週間おきに測定した。

　（G）：地上部及び地下部の生体：重　低湿地及び乾燥地における各組合せの接木樹を各六

3本ずつ，1954年9月に掘上げ，地．h部，地下部の生体重を測定した。

　秤量は水洗後約15分間陰乾した後に行い，管掌表面に水滴のなくなったものについて

測定した。なお，根の中で直径8mm以上を大根，3．0～7．9mmを申根，2．9mm以下

を小根とした。

　（d）根回の分布状態　前項の地上部及び地下部の生体重の測定に用いる材料を掘るに

当り，水平的に拡つた根と，垂直的に入った根を区別して，前者はそれらの中から1m

以上のものを，後者は50cm以上のものについて，その本数及び全長を測定した。

　掘り上げ方法は同心円的に，半径1m，2m，3mの円を画き・，先ず2mと3mの間

を掘り，これ以上長く横に紳長している根は追跡法によって採取した。叉，深い根も同

様，根端まで門跡して採取した。

　なお，葉裏の中肋を濃度の異る硝酸加里溶液に浸漬し，原形質分離をおこさせて滲透

圧を測定した。

実験　2　接薦部における異常肥大

　所謂砧負け叉は砧勝ち現象，即ち接着部における接穂叉は砧木の異常肥大の有無をみ

るために，接着部を中心として上下約3～4cmの部分の茎の直径を各樹毎に測定し

て，その平均値を比較した。同時に，各組合せの個体の申で代表的なものを撮影した。

　なお，実験期間申の：気象条件は第20，21，22図の通りである。
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　　租　実験結果

契験1　樹上の生長

　（a）i新梢の伸長：量 実験結果は第34表～第38表及び第23図～第26図の通りである。

第34表　砧木の種類と頂枝の伸長量比較（1952）一低湿地一

一・6川・帥6／皿｝・佃1・8佃・雌25函鍵
身；ニクルミ砧カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オ・ニクルミ石占カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

　cm
12．80

6．79

15．01

10．70

　crn
17．17

9．68

16．75

12．32

　CIn　　　　crn
20。30　　24．10

11．27　13．87

19，17　　27．26

14．07　　16。97

　CII1
25。28

15．98

31．97

19．40

　cnユ
26．72

16．40

37．53

19。54

　cm
28．20

16．72

39．64

19．70

　cm
15．40

9．93．

24．63

9．00
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第35衷　砧木の種類と頂枝，第2枝の全伸長量比較（1953）一低湿地一

「密ド言言
オニグルミ砧カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ砧カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

　オ昌クルミ実生

　カシグルミ実生

28／・i・9酬・佃

　cm
30．60

9，73

31．33

16．48

6．71

5，34

　cm
63，07

21．25

59．87

38．26

17．27

8．32

　cm
82，70

34，22

71．19

49，49

22．40

11．06

31／盟

　cm
89．73

39．75

73．40

50．37

31．37

12．03

i・・佃

91麗

撒

魏
・3・3^

15瓜

　crn
94．60

43．16

82，80

52．78

35．35

14，32

1・／・

　cm
95．50

44．37

83．69

53．44

36．80

14，40

全伸
長量

　cm
64．90

34．64

52．36

36．96

30．09

9．06

第36表　砧木の種類と新旧の全伸長量比較（1954）一低湿地一

一巨2／・127／・
オニグルミ砧カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ石占カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

　オニグルミ実生

　カシグルミ実生

cnl　　　cm
6．88　28．61

3．55　15．55

1：l／器：ll

＝lll：誌

　　i

15／「U　　1／、¶

　cmi　cm
52．37　　　81．50

28．13　37．17

34，35　93．95

58．15　76．67

39，72　54．44

38．38　45．74

・4／冊128／・1・・佃124／皿

98．28

42，50

106．09

93．58

64．34

48．18

cml・m｝・m　cm
　1121．67137．61142，71

50・60 P58・57

125．07139，23i
108．51116，50

78。19・89，70
　　　6
50，40，52．12
　　　1

61．32

144．24

124。08

93．56

53．56

全伸
長量

　cm135．83
57．77

141．71

121．92

73．37

32．26

　先ず，低湿地における接穂煎種の同じである各組合せにつき，新梢の伸長量を3力年

に亘り観察すると，常に牙ニクルミ砧に接いだものがカシグルミ砧に接いだものより優

れている。但し，第3年目にはカシグルミ砧カシグルミの生育が旺盛で，オニグルミ砧

カシグルミの伸長：量に接近している。

　然るに，乾燥地における観察では，第1年目の新馬伸長量は低湿地におけると同様

に，オニグルミ砧カシグルミがカシグルミ砧カシグルミより優れているが，第2年目に

なると，逆にカシグルミ砧カシグルミの寸寸伸長量が一段と優り，オニグルミ砧カシグ

ルミの伸長量を遥かに凌駕した。

　因に，耐乾性に関係ある事項として，接木苗の滲透圧を測定したところ，第39表の通

りで，カシグルミの実生苗がオニグルミ実生苛より高い価を示した。

第37表　釣木の種類と頂枝の伸長量比較（1953）一乾燥地一

．　～　　調査月日
組合せ　　～‘一～一一一～

オニグルミ石占カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

　オニグルミ実生

　カシグルミ実生

28／・i・9川・／…／皿1・・／畔5凶・／X

　cn1
12，29

4．60

1．68

3，80

　CIn
20．10

10，22

3．03

13．06

　CIn　　　　cm
22，14　　24，37

12．40　　13，30

7，80　10．70

21．88　　26．74

　cm
31．48

17．23

12．25

28．54

　cm　　　　crn
34．40　　34。61

18，53　　18．55

12，93　　．13．70

29．14　　29．56

伸
量
蚕
長

　crn
22．32

13．95

12．02

25．76
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第38表　砧木の種類と新梢の全伸長量比較（1954）一乾燥地一

組合せ
調査月日

～オニグルミ砧カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

　オニグルミ実生

　ウシクルミ実生

12／V 27／T

cm　　　cm
O．73　13．96

0．50　18．15

調、！：ll

　　l

15伍 1佃

　cm
32．42

50．30

17，55

42．24．

・4／剛28帥・脚4燗

　cn1’　　cn1
35．41　40．07

62．23　69．23

23．75　31，00

51．44．58．80

571罷・・1罷1・・解

77．33　81．83　81。88

35．23、37．35　38．80

62．48　63，56　64．06

全伸
長：量

　c湿
60．14

81，38

36．40

63．32

第39表　胡桃接木苗の滲透圧（1954）

三木と接穂 低 湿 地

オニグルミ砧カラスクルミ1

カシグルミ砧カラスク，副

オニグルミ砧カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ1

　オニグルミ実生

　カシグルミ実生

0，32Mol．

0．32

0．34

0．36

0．32

0．38

乾 燥 地

0．34Mol．

0．36

0，38

0．34

0．38

cm

、40

30

20

1Q

o

／

　　ノ1〆

／／
　　／

岬’

！ブ〆／
／

／ノ炉
’

オニグルミ石占カシグルミ

∠一…
　　　　　　　　　　　　　　　一　　　

／クノニ＝蔦

　　　　　　　岬’
　　　　　，ダ　　　　！　　　’　　　ノ　　！　〆　！
旭

川ヂ

カシクルミ砧カンクルミ

∠

＼
　丁零クノレミ実生

2脳 1％ ％ 3埼 2塩 1シ翫

第25図　砧木の種類と頂枝，第2枝合計伸長量の比較（1953）（乾燥地）
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第26図　下木の種類と新梢全伸長量の比較（1954）（乾燥地）

　（b）幹の肥大成長　低湿地における実験の結果は第40表～第42表の通りである。

　即ち，低湿地における幹の肥大は，定植第1年目（1952）には接穂の種類の如何に拘

らず，カシグルミ砧よりオニグルミ砧に接いだものが全室大量と肥大率において優っ

た。第2年目（1953）には，全肥大量では前年と同様にオニグルミ砧のものが優ったが，

肥大率では何れもカシグルミ砧の方が優っている。叉第3年目（1954）の肥大率ではカ

ラスクルミを接穂にした場合にはオニグルミ砧の方が優り，カシグルミを接穂にした揚

合はカシグルミ砧の：方が優った。

第40表　低湿地における砧木の種類と幹の肥大生長量比較（1952）

組合せ
．認塑旦｝・6岡・刷・6／・・1・／皿1・8圃・画25／畦蜀畢大

オニグルミ砧カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ砧カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

nun
6．61

4．26

8．70

7．06

1111n

7，11

4．90

9．86

7．73

1nrn
8．35

5。45

10，57

7．94

Inn1
10．26

5．93

12．03

8．99

1prn
11．81

6。70

13．13

9．41

Inln

12．93

7．12

13．94

9．76

nlnユ　　nユIn
13．14　　6．53

7．27　　3．01

14．13　　5．43

9．76、　2．70

　　1

　％
98．8

70，6

62．4

38．2
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第41表　低湿地における一木の種類と幹の肥大生長量比較（1953）

～＿
　組合せ

細隙｝28／・i・9祠・副・・／町

オ昌クルミ砧カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ石占カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

mm』 高高戟@mm
　　　　　18．0113．24　15．27

6．95　　8．73　10．42

14．85　15．35　16。86

9．93　10．87　12．12

rnm
20，64

11，83

18．21

13．39

・・細i・5／図・／・

rnm
22．57

12．53

19．07

14．16

実蜀肇大

1nm
23．87

13．10

19．52

14．66

mln｛mm　　％
23．93　10．69　　　80．7

13．1316．1888．9

19．67　　4．82　　　32．4

14．71　　4．78　　　48．1

第42表　同 上（1954）

組合せ～鐙聖1・2／・127／・i・5／W｝・／畔4帥8畑i・・画24／喉廷尉大

オニグルミ砧カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ砧カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

nlm
23．47

13．40

19．60

14．31

2魏2摺2撒
13．4314．3115．57

19．8120．5021．62

14．3815．1815．97

n11n
29．04

16，42

22，59

17．56

mn1
31．68

17．92

24．02

19．08

mm　　　mm
33．89．35．37

18．92　19．07

24．90　26．46・

19．93　20。68

nユm
11．90

5．67

6．86

6．37

　％
50．7

42．3

35．0

44．5

乾燥地における幹の肥大量をみると第43表及び第44表の通りである。

　　　　　第43表乾燥地における砧木の種類と幹の肥大生長量比較（1953）

＼繰
．蓼期28／・i・9／W画1・・噸1・・／畷・5／皿1・／・

オニグルミ石占カシグルミ

カシグルミ砧カシクルミ

エ　エこ　　　ユ　　エユ

7．2d　 8，49
　　i

8．851　9．15
　　i

1nm
9．01

10，05

mm；mm　mmi9。95　11．30i　11．57…

10．63　11。58　11．90

Inln．

11．62

11．95

山肥1肥大
大量1率
Inm．　　％
4．42．　　61．4

3．10i　　35．0

　　1

第44表　同 」二　（1954）

癌毫～遡塑旦i・2／V27／・・5／W｛・山川・4畑

オニグルミ砧カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

1、欄i、欄i1湖
1

［11．93　　12．33　　　　　12．55

mm…mln11．86　12．62

13．35…14．35

28・P細1・4・喉羅大

llnmi　mml　　　　　　lnln：mml％
　　　　　13．892．39120．813．10　13．67

　　　　　　　　1　i
　　　　　　　　i5．37145．015．43　16．08　17．30
　　　　　　　　｝　｝

　即ち，乾燥地における定植第1年目（1953）は低湿地におけると同様，オニグルミ砧

に接いだものが全射大量と肥大率において優ったが，第2年目には逆転してカシグルミ

砧に接いだものがオニグルミ砧に接いだものより遥かに優った。

　（0）地上部及び地下部の生体重

　実験結果は第45表から第48表までの通りである。

　先ず，地上部生体重についてみる。低湿地では接穂品種の如何に拘らずオニグルミ砧

に接いだものがカシグルミ砧に接いだものより優り，その傾向は特にカラスクルミを捜

穂とした場合に著しい。然るに，乾燥地ではこの関係は逆転し，カシグルミ砧に接いだ

ものが断然優っている。但し，この揚合は接穂としてカシグルミだけを用いている。
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第45衷　低温地における砧木の種類と地上部生体重比較（1954）

組　合　せ r禦雛特認野幌年雛鷺1肉感㈱）鞭

オニグルミ砧カラスクルミ　3

カシグルミ砧カラスクルミ　3

オニグルミ砧カシグルミ　3

カシグルミ砧カシグルミ　3

　9171，8
40．3

120。3

56．3

　9192．0
28．7

61．2

50．7

　9　　　　9
278．5　　　245，8

24．5　　　33，2

89．3　　142．2

42．5　　71．2

　9、　　　　　　　　　9
888．2　 （100）　　　631．3

126，7　　　（＝L4）　1　　158，5

・・3・・1（46）1229・・

　　　　　　　139．7　　　　（25）1220．7

　　　　　　i

第46表乾燥地における砧木の種類と地上部生体重比較（1954）

組　合　せ 　調査　3年生
．1

　本数　枝　重

オニグルミ石匠カシグルミ

カシグルミ石馬カシグルミ

∩
δ
0
0

　942．1

116．0

2年生

毯重
言蓋レ支蟻㈱）鞭

　9
30．9

45．8

29鮎・2愚（1・・，1

59．81221。5（217）ト

　　1

　9119．2

134．0

第47表　低湿地における砧木の種類と地下部生体重比較（1954）

組　合　せ 噸1囎劃大樋匝剛小根重言饗㈱）
オニグルミ石壁カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ砧カシグルミ

カシグルミ石占カシクノレミ

n
O
3
Q
σ
O
D

　9159．3
135．2

76．5

121．2

588，隻

112．81

42・71

58・

　9252。3
77，5

74．0

62．3、

　　「

　9　　　　9
170，5　　1170，3

86．5　　412．0

56，8　　　250，0

00．8．、303．0

（100）

（35）

（21）

（26）

第48表　乾燥地における砧木の種類と地下部生体重（1954）

組　合　せ 臓寸話大オ嗣中画椒重1全樋（翫

オニグルミ石占カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ 3
3

　954．1

138．3

　9
2．5

68．0

　9
15．5

50．8

　9
24，9

90，0

　997．0

347．1

（100）

（358）

　次に地下部の生体重についてみると，低湿地では，カラスクルミを接穂とした揚合に

は，オニグルミ砧に接いだものが断然優るが，カシグルミを接穂とした場合には逆にカ

シグルミ砧に接いだものが多少優っている6乾燥地では接穂としてカシグルミだけを用

いたが，この場合には断然カシグルミ砧に接いだものが優れた。

　要するに，低湿地では接穂がカラスクルミの揚合には地上蔀と地下部のいずれの生長

量よりみても，オニグルミ砧が遥かに優り，接穂がカシグルミの場合には地上部生体重

ではオニグルミ砧が優り地下部生体重ではカシグルミ砧が多少優っており，全重ではオ

ニグルミ砧が優っている。然るに，乾燥油では地上部，地下部のいずれの生体重よりみ

てもカシグルミ砧が著しく優れている。

　（d）根群の分布状態　掘り上げて自然状態のままを撮影したのが第27図及び第28図で

ある。
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第3i図　共 ぐ
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　カシグルミの晶群は一般に深根性であり，オニグルミの根群は浅根性であると云われ

るが，これらの関係を低湿地では4年生，乾燥地では3年生の苗木について調べた結果

は第49表及び第50表の通りである。

館49表垂直分布をなす根（50cm以上）の数と長さ（1954）

組　合　せ

オニグルミ砧カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ砧カシクル・ミ

　　　低湿地　［乾燥地
点羅鵬灘磐糞晶晶、騰鞘

・・ ﾜ・琳・クル・i
　オニグルミ実生

　カシグルミ実生

3
3
3
3
3
4

3．0

4．0

2．3

3．7

2．3

6．3

　Cln　　　C111
292．0　129，0

1器欝
　　　　　1
322．0　148．O
　　　　　i
135，3　115．0
　　　　　！
678．7　139，0

　　　　　1

　Cln
97．3

108．3

84．6

138．0

101．5

107．2

3

旧
り
0
り
σ
Q
e

　　　　　　　　紹嚢

・・33
P・3糺2釜｝繍

　　　　　1　　　　｝
　　　　　　　　　　　　ミ1．67　　gg．3…　．74，0i　66．2

　　　　　　　ミ
1：灘：111鼎1：1

4．00　501．0：140，0．125．3
　　1　　！　　1

第50表　水平的分布をなす帳（1・Om以上）の数と長さ（1954）

低 湿 地

組　合　せ

オニグルミ砧カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ石占力1／クルミ

カシクノレミ砧カシグルミ

　オニグルミ実生

　力3クルミ実生

翻，劉鵜，

3
3
n
O
3
0
0
4

3
0
0
0

7
ハ
0
ハ
0
7

『　　cnユ

1773．7

1258。3

1200．3

1342．7

麟饗

　　1

10．02013．O
　　I
9・ w1493・0

舜4鴇
il；i愚

282・0 P184・8

262．0，159。9

　　1

乾 燥 地

世
数
調
本

3

3
3
n
O
Q
J

騰劃難壁
　1・m　Cm
7．7　1856．7　306。0

3．5　430，3　172，0

5・511097・5248・0

6・0 p1222・Oi　264・0

　　　　　162，03・5p335・Oi

当
室
長

根
の
一
り
均

　cm
242．2

122．9

199．5

203．0

136．5

　：先ず，根群の垂直分布として50cm以上の深い根の1樹当りの根数をみると，低湿地

乾燥地のいずれにおいてもカシグルミ砧のものが優れ，特に乾燥地においてはその傾向

が強い。

　また，1樹当りについて垂直的分布をなす50cm以上の深い根の平均根長をみても，

低湿地，乾燥地のいずれにおいてもカシグルミ砧に接いだものが優っている。且つ，垂

直的分布の深い根の1根当りの平均の長さ秀カシグルミ砧の方が長い。

　即ち，カシグルミの根詰は垂直的に地下深く侵入する性質が強く，特にこの傾向は乾

燥地で強い。

実験2　接着部における異常肥大

　実験結果は第51表及び第29～32図の通りである。

　即ち，オニグルミ砧カラスクルミ及びカシグルミ砧ガシクルミのよ，うに共砧の揚合に

は，接蒲部における接穂と砧木の生長量が揃って，所謂砧負け又は砧勝ちの現象は起らな
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鯖5駿　接木の接着部における異常肥大

組　合　せ 臓1酬嚇の酪1擁の直倒備考

撃剣鍛：瓢綴

7
7
・
四
♂
7
・

F
O
5

’
4
4
4
4

m
m
4

　
q
　
7
813

082

214

Q
U
O
σ

17．6

25．7

　mm69。5
20．8

30．2

39．8

18．8

24．9

砧勝ち

砧負け

砧負け

い（第31図1，2，3）。併しながら，馬木がオニグルミで接穂がカシグルミの揚合に

は，第29図に明かな如く，所調砧負け現象を起すが，逆に砧木がカシグルミで接穂がオ

ニグルミ（カラスクルミ）の場合には，第30図に示す如く，所謂砧勝ち現象を生ずる。

　　IV　考察並びに結論

　接穂にカシグルミとオニグルミの一種であるカラスクルミを選び，暴動としてのオニ

グルミとカシグルミの実生の優劣を接木苗の薪梢の伸長量や樹体の地上部並びに地下部

の生体重，根群の分布状態などの点よりみた。この場合に，偶然にも土壌湿度を異にす

る2種の土壌で実験をすることになったが，低湿地とは長雨になると排水不良のために

根部が湛水状態となる場所であり，乾燥地とは排水良好の場所の意である。

　3三年に亘る実験結果を要約すると，接穂晶種の如何に拘らず，低湿地ではオニグル

ミ砧のものが優れ，その傾向は特に接穂をカラスクルミにした場合に著しく，乾燥地で

はカシグルミ砧のものが断然優れている。この点は，オニグルミは元来が降雨の多い我

が国の到る所の山地，殊に谷間等の水湿の豊冨な所に多く自生しているものであり，カ

シグルミは古く降雨の少いペルシヤ地方から朝鮮半島を経て輸入されたと云われるもの

で，両者各女その原生地固有の環境に対する適応性を示したものと思われる。

　但し，乾燥地と雛も定植第1年目にはオニグルミ砧のものがカシグルミ砧のものより

生長量において優れたのは，栽植当初には浅根性で細根：量の多いオニグルミ砧のものが

植傷みが少かった（WITT　1939）からで，第2年目になるとカシグルミ砧のものが植

傷みを恢復すると共に，その深根性を発揮し樹勢が旺盛となり，オニグルミ砧のものを

凌駕する結果となったものと予想される。カシグルミ砧の深根性については低湿地及び

乾燥地の両土壌中の根群の分布状態を見た成績に於て明かであり，また耐早漏の強いこ

とについては，その組織の滲透圧が多少高い点にも生理的意義が認められる。

　接木後3，4年目の接着部をみると，共砧の場合には接穂と島木が揃って生長してい

るが，オニグルミ砧カシグルミは所謂砧負け現象が起き，逆にカシグルミ砧カラスクル

ミでは砧勝ち現象を生じている。これらの異常肥大の原因については未だ十分の生理的

解釈がなされていないが，接穂と砧木間に於ける養分移動の不円滑に基くことは一応想

像されるところで，第5章，第3節で述べた如く，オニグルミとカシグルミでは導管の

分布密度が著しく異り，前者は後者の約1．5倍である。
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　第2節　葉分析成績並びに三体の炭水化物一窒素比率

　　1　緒　言

　樹体の生長に関係の深い体内栄養状態の指標として窒素，燐，加里の葉分析を砧木を

異にする同一系の接穂について行うと共に，冬季の枝条内の炭水化物一窒素比率（C／N）

を観察した。

　　亜　実験材料並びに方法

実験1　葉分析　供試材料は前述の各組合せの接木苗から，成熟した複葉の中央にある

小葉を6，7，8月に各六1回50枚ずつ採取し分析に供した。

　窒素は既述のようにセミミクロケルダール法により定量した。燐の定量は，試料19

を蒸発皿にとり，硝酸と過酸化水素を用いて湿式灰化し，Molybdick　lnethodによっ

て定量した（京大農芸化学教室編：農芸化学実験書上巻P82－841950参照）。　加里に

ついては湿式灰化した試料をペックマン焔色光度計にかけて定量した。

実験2　枝条内の炭水化物一窒素比率（C／N）

　1953年11月に上述の材料の一部につき新梢の：先端部を揉取し，炭水化物及び金窒素含

量を調べ，両者の比を算出した。

　また，1954年9月上旬に掘り上げた個体につぎ，直ちに充実した新梢の中央部を採取

し，所定の方法により乾燥後，炭水化物と全窒素を定量し両者の比を算出した。

　　蝦　実験結果

実験1　葉分析成績

　i）「窒素　窒素についての葉分析成績は，第52表の通りである。

　　　　　　　第52裂葉山の全窒素含量（1954）　註；窒素含量は乾物％

羅副　組　合 せ 6月25日 7月16日 8月3日

低湿地

乾燥地

オニグルミ砧カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ砧カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

　オニグルミ実生

　カシグルミ実生

オニグルミ石占カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

　オニグルミ実生

　カシグルミ実生

3，053％

3．083

3，222

3．498

3．ユ67

3，540

3．053

3。095

2．586

3．074

2，680％

2．756

2．781

2．866

2．692

2．832

2．800％

2．765

2．798

2．989

2．765

2，904

2．523

2．993

2。544

2．926

2．205

3，010

2，459

2．904

　先ず低湿地についてみると，接穂がカラスクルミの丁合もカシグルミの揚合も，いず

れもカシグルミ砧のものがオニグルミ砧のものより窒素含量が多い。この傾向は乾燥地

について見ても同じことであり，単に砧木の実生の葉分析をした場合にカシグルミの実

生の葉の窒素含量がオニグルミの実生の葉の窒素含量より著しく高いことと一致してい
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る。即ち低湿地と乾燥地によって接穂の生長に対する好適の砧木の種類は全然逆になる

に拘らず，接穂の窒素の葉内含量は常にカシグルミ砧に接いだものにおいて高く，接穂

の葉内窒素含量は砧木子種の影響を著しく受けることを示している。

　ii）燐燐の葉分析成績は，、第53表の通りである。即ち，燐の葉内含量は全体の傾向

として，窒素の揚合と同様に6月25日から7月16日にかけて低下し，8月3日には再び

第53表　葉中の燐含量G954）　註：燐含量は乾物％

栽植地

低湿地

組　　　合　　　せ 6月25日 7月16日 8月3日

オニグルミ砧カラスクルミ

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ粘力、シクルミ

カシクルミ砧カシグルミ

　オニグルミ実生

　カシグルミ実生

　　　1オニグルミ砧カシグルミ

轍瑠カシクル・石勧シ・ル・

オニグルミ実生

カシグルミ実法

0．136％

0．099

0．126

0．147

0．139

0．171

0．122％

0．113

0，115

0．129

0．110

0．134

0．119％

0．097

0．120

0．139

0．114

0，125

0．144

0．187

0．136

0．168

0．128

0．134

0．121

0．100

0．139

0，110

0，145

多少増加している。併し，カシグルミ砧カラスクルミだけは，その価が著しく低く，而

もその変化の状態が6月25日から7月16日にかけて増加し，8月3日には低下し，他の

組合せの揚合に較べて恰度逆の傾向を示している。従って，この組合せだけを除外して

老察すると，窒素の場合と同様に，低湿地，乾燥地のいずれにおいてもカシグルミ砧に

接いだものは，オニグルミ砧に接いだものよりも常に葉の燐含量が高い。即ち，葉内含

量の多少は生長：量の多少の指標とならず，卯木の影響を示している。

　童ii）加里　加里の葉分析成績は，第54表の通りである。加里含量の季節的変化は，窒素

第54讃　葉中の加里含量（1954）　註：一加里含量は乾物％

栽植地1組 合　　　せ 6月25日 7月16日 8月3日

低湿地

オニグルミ砧カラスクルミi
　　　　　　　　　　　ミカシクルミ砧カラスクルミi

オニグルミ砧カシクル」

カシグルミ砧カシクルr
　オニグルミ実生

　カシグルミ実生

0．916％

0。771

1．339

1．252

0．951

1．246

0，957％

0。678

1．356

1．409

0．951

1．298

　　　iオニク、レ、砧カシクル，1・

乾燥地1…ル・砧…ル・
　

iオニグルミ実生

1カシグルミ実生

1．043

1．223

0，655

1，258

0．980

1．159

0．655

0．916％

0．614

1．038

1．125

0．684

1．136

0，887

1．119

0，672

1．136
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や燐の場合と異り，6月25日目ら7月16日及び8月3日へと期日の推移と共に漸減する

揚合と，7月16日に多少増加して8月3日には著しく低下する場合とが認められる。い

ずれにしても，カシグルミ実生はオニグルミ実生に較べて加里含量が著しく多く，この

関係は各女の砧木に同一の接穂を接いだ場合に，それぞれの接穂の葉内加里含量にも現

われる。但し，低湿地に於けるカシグルミ砧カラスクルミはオニグルミ砧カラスクルミ

よりもその価が著しく劣り，低湿地において生長量の劣ることと密接な関係を示してい

る。叉乾燥地においてオニグルミ砧カシグルミがカシグルミ砧カシグルミよりその価が

劣ることも，その生長量の劣ることと密接な関係を示している。

実験2　枝条内の炭水化物一窒素比率

　実験結果は第55表及び第56表の通りである。

館55表　低湿地における黒木の種類と新旧先端部のC－N率（Nov．21．1953）

　組　　合　　せ
オニクル・砧カラスクル・「

カシグルミ砧カラスクルミ

オニグルミ砧カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ
　　　　　　　　　　　1

炭水化物 全窒素 C／N

19．354％

19．107

ユ7．629

20．543

1．200％

1．225

1．563

1．133

／6，13

15．60

11．28

18．12

第56表　低湿地並びに乾燥地における砧木の種類と二条のC－N率（Sept．1954）

栽植副組 合 せ　　1炭水化物　i全窒素　i　c／N （指　数）

　　　オニグルミ砧カラスクルミ

　　　カシグルミ石占カラスクルミ

　　　オニグルミ砧カシグルミ低湿地
　　　カシグルミ砧カシグルミ

　　　　オニグルミ実生

　　　　カシグルミ実生

乾燥地

オニグルミ砧カシグルミ

カシグルミ砧カシグルミ

　オニグルミ実生

　カシグルミ実生

17．06％

16．45

17．52

22．67

17．36

22．08

20。90

22．37

21．79

25・〇四

0・980％

1。3491
0．888i

　　　ヨ
0，859

1．001

0．895

　　　1
0．803

0．717

0・625 u
0・5681

17．41

12．19

19．73

26．39

17．34

24，67

26．03

31．19

34．86

44．！4

（71）

（49）

（80）

（107）

（70）

（100）

（59）

（71）

（79）

（100）

　先ず，予備的に行った1953年11月の低湿地における成績をみると，接穂がカラスクル

ミの場合には，生長の優れたオニグルミ砧のものが生長の劣ったカシタミル砧のものよ

り炭水化物含量が多く全窒素含量が少いから，C／Nは高い。これに対し，接穂がカシ

グルミの揚合には，生長の優れたオニグルミ砧のものが，生長の劣ったカシグルミ砧の

ものより，炭水化物含量が少く全窒素含量が多いから，C／Nは著しく低い。即ち，砧

木の種類の相違による接穂の生長の強弱と体内のC／Nとの間には樒接な関係が認めら

れない。
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　次に，1954年9月の低湿地並びに乾燥地についての成績をみる。低湿地，乾燥地のい

ずれにおいてもオニグルミ実生よりカシグルミ実生が生長の強弱とは無関係に常に炭水

化物含量が多く，窒素含量が少いからC／Nは著しく高い。面して，これらの雨女の砧

木にカシグルミを接いだ場合にも，矢張り同様の傾向が接穂に表われ，砧木の相違によ

る生長の強弱とC／Nとの間には一定の関係を認めることが出来ない。併しながら，低

湿地で各女の寸余にカラスクルミを接いだ場合には，カシグルミを接いだ揚合とは逆で

1953年11月の予備実験の場合と同様にオニグルミ砧のものにおいて炭水化物含量は多い

が窒素含量は少くてC／Nは高い。結局，各種の場合を通じて一貫性がなく当実験結果

の示す範囲内では樹勢の指標としてのC／Nには一定の傾向を認めることが出来ない。

　　w　虫唾並びに結論

　PEARsE氏（1940）によると，リンゴにおいてEast　Malling　No．XH砧に接いだ個

体はNo．醒　砧に接いだ個体に較べて窒素並びに加里の叡山量が多い、同様に細井氏

（1950）は，和梨八雲にっき，ホクシマメナシ砧のものは，11【梨砧のものに較べて，窒

素並びに燐酸の含量が著しく高く，樹勢の旺盛なことを認めた。またCoopER　GoRToN

及びOLsEN氏（1952）が，三木としてCleopatra　mandarin及びSour　orangeを

選び，これに接穂としてValencia　orange及びShary　Red　grapefruitを接いだと

ころ，接穂の種類の如何に拘らず，Sour　orallgeに接いだ接穂の葉申には加里含量が

多かった。

　当実験においても，乾燥地（排水良好地）及び低湿地（排水不良地）のいずれにおけ

る実験においても，生長作用の旺盛な6月25日及び7月16日の葉分析についてみると，生

長の強弱とは無関係に，カシグルミの実生及びそれに接いだ接穂の葉内窒素含量はオニ

グルミの実生及びそれに接いだ接穂の葉内窒素含量よりも常に高い。即ち，低湿地では

オニグルミの実生がカシグルミの実生より生長が旺盛であるに拘らず，葉内窒素含量は

劣っている。その点，乾燥地ではカシグルミ砧がオニグルミ砧よりも生長量において優

ると共に葉内窒素含量も多い。而して，これらの関係は，接穂がカラスクルミの搦合よ

りもカシグルミである気合に一層顕著である。

　燐及び加里含量についてみても，大体同様な傾向を示しており，ただ低湿地において

接穂をカラスクルミとした場合には，オニグルミ砧に接いだものの：方がカシグルミ砧に

接いだものよりも葉内含量において高い価を示した。要するに，当実験の葉分析成績の

示す範囲においては肥料三要素の葉内含量と生長量との問には密接な関係を認めること

が出来なかった。

　次には，樹勢の指標としての枝話内のC／Nについて見る。前条内の炭水化物一窒素

関係が枝路の栄養一生殖両作用の消長と密接な関係のあることについては，既にKRAus，

KRAYBILL両氏（1918）のトマトや，　RoBERTs氏（1921）のリンゴを材料としての実験

以来，多数の学者によって認められているところで，一般に樹勢が盛んで栄養作用の旺

盛な時にはC／Nが低く，樹勢が梢六衰え生殖作用が盛んな時にはC／Nが高い。併し

ながら，この結論に対しては相当の反論（PoTrER，　PHILLIPs　1930，　HEINIcKE　1931，

淺見，門田，佐藤，1934）も多く，特に休内の炭水化物一窒素状態が植物体の栄養・生殖
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両作用の消長を支配する直接の原因であると見緻すことに対しては，現在登揚しつつあ

る植物ホルモンの作用を等閑にすることは出来ない。当実験の結果においても，砧木の

種類の相違による同一種類の接穂の生長量の相違とC／Nの問には一定の関係がなく，

寧ろ砧木の種類の影響が生長の強弱とは無関係に接穂の炭水化物及び窒素含量に著しい

影響を及ぼしている。即ち，接穂品種がカラスクルミまたはカシグルミのいずれの場合

においても，低湿地の生長ではオニグルミ砧のものがカシグルミ砧のものよりも優り，

乾燥地では逆にオニグルミ砧のものよりカシグルミ砧のものが優っているが，その生長

量とは無関係に一般にカシグルミ砧に接いだ接穂では炭水化物含量は高いが窒素含量は

低く，その結果としてC／Nは高い。また，オニグルミ砧にカシグルミを接いだ場合に

は，砧負け現象を生じ，恰度幅広く環状剥皮を行ったと同様の外観を呈するが，この場

合の接穂の枝条内のC／Nを見ても，環状剥皮を行った場合の様に特にC／Nが高くな

る様な結果が未だ認められない。従って当実験成績の示す範囲内では，樹勢の指標とし

てのC／Nを認めることは出来ない。

　　摘　　要

　接穂品種をカラスクルミ及びカシグルミの何れにしても，低湿地ではオニグルミ砧に

接いだものの生長が優れ，乾燥地ではカシグルミ砧に接いだものの生長が旺んであっ

た。オニグルミ砧にカシグルミを接ぐ1と僅か3力年で砧負け現象を生じ，逆にカシグル

ミ砧にカラスクルミを接ぐと砧勝ち現象が起きた。これらの種女の場合における樹勢の

強弱と枝下内の炭水化物，窒素，燐，加里及び炭水化物一窒素関係（C／N）との間セこば

一定の傾向を認めることが出来なかった。
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第7章　総　　結　　論

　1）我国においては，蚊20余年来，多数の人達によって胡桃の接木繁殖に関する研究が

行われ，その間には外国で成功した接木技術をも種女と試みられたが，気候風土の関係か

らか，活着率は著しく低く，而も甚だ不安定で未だ普遍的方法を得ることが出来なかっ

た。例えば，著者が従来の果樹の切接：方法によって1949～1951年の3力年に亘り3～6

月に接木試験を行い活着率を調査したのでは，僅かに1949年の4月11日に41．9％，1950

年の4月18日に3．1％の活着率を示しただけで，他の期日の活着率は総て0％であった。

また同じ4月でも1950年目4月5日，15日及び1951年の4月15日では矢張り活着率が

0％であった。これを米国オハイオ州農i業試験場報告（1932）などについてみると，4，

5，6月の接木では活着率が92～100％であり，2，3月の接木でも36～74％の成績を挙げ

ている。それ故に，我国では活着を妨げる何等かの環境的要因があるものと思われ

る。

　2）但し，著者の自然状態における接木実験において，接穂の採取期を11～4月と種

種変えてみると，比較的早期に採取貯蔵し，接木時の芽の形態的発育度の低い接穂を用

いた場合に限って多少活着する傾向にあった。また，1月に採取した接穂を冷温貯蔵し

て根の活動の旺んになる6月頃に接木すると，活着率が著しく高くなった。併し，斯様

な接木苗はその後の発育期間が短いために，生長量が著しく劣った。

　3）従って，著者は接穂を長期に亘って冷温貯蔵する不便を防ぐと共に，接木後の苗

木の生長期間を長くするために，3，4月頃に接木した苗木について，入為的に地温を

高め根の活動を促進することにした。即ち地温250C前後，土壌水分含量30％前後の簡易

三熱温床を利用して1月から4月に亘り接木試験を行ったところ，いずれも活着率80～

100％の好成績を得た。併しこの場合でも，母樹よりとった接穂の貯蔵：方法やその採取

時の相違により接木時における接穂の芽の発育度の相違が活着率に相当に著しい影響を

有するものと思われ，更にこれらの点につき形態的及び生理的に詳細な観察を行った、，

　4）　その結＝果，接穂の採取期間は12月～3月を好適とし，それを冷温貯蔵して2～6

月に接木し，電熱温床に伏せることによって活着率を著しく促進することが出来た。即

ち余り早期に採取し過ぎた接穂では未だ生理的休眠が不完全なために却って発芽後の生

育が不良であり，また貯蔵申の体内貯蔵養分の消耗も多いから癒合組織の形成が不良で

あった。これに反し，接穂を余り晩く採取した揚合には，接木時に既に芽が外部並びに内

部形態的に著しく発逮しており，接穂全体及びその芽の申の水分並びに窒素含量も極め

て多かった。従って，接木後に未だ接穂と三木の問に十分の連絡組織が出来ない間から

芽が容易に発芽伸長し，砧木からの養水分の補給が十分にゆかず途申で枯死するものの

歩合が多く，活着率は極めて低かった。また，発芽伸長しなくても，芽のままで落下す

るものが著しく多かった。

　5）なお，電熱温床を利用して接木をする場合には，処理後接木苗を温床に伏込み，い

つまでもそのままにしておくと，新梢が徒長するから，適当な時期に戸外（冷床）に移植

する必要がある。併し，外気の未だ低い頃であると移植してから枯死する危険が多いの

で，接木時期を3，4月頃にするのが移植後の管理上極めて好都合である。更に接木時
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期を遅らして5，6月頃に冷温貯蔵しておいた接穂を用い接木すると，電熱温床を利用

した揚合は矢張り90～100％，電熱温床を利用しなくても自然の地温が相当に高く22～

230Cになっているので，発根が容易であり，活着率はある程度良好であるが，この場合

には，既に相当に伸長した砧木の地上部並びに地下部を害する上に，活着後の苗木の生

長期が短いから苗木の養成上からみて余り適当でない。結局，理想としては，12月～1

月頃に採取した接穂を低温下に貯蔵して3，4月頃に簡易電熱温床を利用して接木する

のが，実際面からみて最も便利である。

　6）胡桃の接木が他の果樹類に較べて非常に困難である原因を調べるために，従来接

木の活着率に深い閨係を有すると云われる枝扇内のタンニン含量の多少，癒合組織形成

の難易，導管の大きさ及び分布密度などについて観察した。その結果，胡桃では確かに

柿や栗と同様にタンニン含量が比較的多く，導管は比較的大形でその分布密度は粗であ

った。また，他の果樹類に較べ傷害部における癒合組織の形成は困難であるが，これら

の要因を以て胡桃が接木の困難な第一次的な理由とするには，未だ幾多の矛盾や疑点が

あるようである。

　7）胡桃の砧木としては，カシグルミとオニグルミの実生が比較的容易に得られる

が，両者に接穂としてカラスクルミ（オニグルミの一種）とカシグルミを接いだ場合の得

失を比較してみた。その結果，接穂晶種の如何に拘らず，比較的排水不良の低湿地では

オニグルミ砧を用いた方が生長良好であり，排水良好の乾燥地ではカシグルミ砧を用い

た方が優った。但し，定植当時はオニグルミ砧に接いだものの：方が浅根性で細根の発生

が多いために植傷みが少く生長量において一時優ることがあった。その点，カシグルミ

砧は深根性で，細庖滲透圧も高く，本質的に乾燥に対する抵抗性が強い。

　樹体の生長と体内養分との関係をみるために，肥料三要素の葉分析並びに新梢内の炭

水化物一窒素関係（C／N）をみたのに，当実験成績の示す範囲内ではいずれの間にも一

定の傾向を認めることは出来なかった。
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                 Studies on the Walnut Grafting.

                                By

                          Susumu KOMA

 Institute of Horticultural Science, Faculty of Agriculture, Shinshu University.

                            '                             Summary

1.) In Japan, for the past twenty years or more, many a person has studied

the grafting propagation of walnuts, trying to get a reliable grafting

method as had been already successful in the foreign countries. But the

attempt has been a failure, probably owing to the difference of the climatic

condition,

   For instance, according to the Agricultural Experiment Station Report

(1932) at Ohio in America, the union rate of the grafting of April, May and

June is 92NIOO %,and that of even February and March is 36Av74 %, while

in our country as the author's experiments show the grafting rate by the

usual cut--grafting method were as follows; on the 11th of April, 1949 was

only 41.9%, on the 18th of Apri!, 1950 was only 3.1%,and on other days

of March to June during 1949 to 1951 were all O%, especially though in the

same month, April, on the 5th and the 15th of April, 1950 and on the 15th

of April, 1951 were all O%.

2.) Up to this time, so far as the grafting technics are perfect, the spro-

uting condition of the scion and the stock at the grafting time is regarded

to be as one of the most important factors which influence the union rate

of grafting of the various fruit trees. The fact will be this. When the scion

buds of which have grown too large are grafted on the stocks, they will

rapidly sprout and elongate before the junction tissue can fully develop



between the scion and the stock after grafting, and the scion shoots are not

sufficiently supplied with nutrition and water from the stock, so many of

them die in the cotirse of grafting, and their union rates are extremely low.

Accordingly, the author used a simple electrical hot bed-soil temperature

being about 250C, soil moisture content, about 30%-for the performance

of the grafting experiment of walnuts from January to April, promoting

the root activity of the stock before the development of the buds of the

scion, and found the union rates of all cases to be as good as 80twlOO %.

3.) Even when the hot bed is used, the difference of growing degree of

the scion buds at the grafting period caused by the difference of the cutting

period and also of the storage method of scion shoots after cutting off

from the mother tree, seems to affect the union percentage to a considerably

highdegree. Therefore far more detailed investigations were again made

morphologically, nourishmentally, and physiologically in connection with

these matters.

    As the resultes, the most convenient and ideal way of grafting, in

practice, is to use the scion shoots .aathered from December to January and

stored in the cold place, grafting them in March or April in the simple

electrical hot bed,and to transplant the grafted plants to the cold bed in

the open air at a proper time of frost free to prevent their weak elonga-

tion.

4.) If the grafting period is deferred to May or June and the scion shoots

till then stored in the cold place are used, their union rate will be 90･vlOO%

in the electrical hot bed, and even if the electrical hot bed is not used,

 their rooting is easy and their union rate is also fairly good because the

natural soil temperature is fair!y high (22･v230C), but from the view of cu-

 ltivation of grafted plants, this way of doing is not always appropriat.e

because in this case the growth period of the grafted plants after junction

becomes short.

 5.) The tannin content in the shoots, the difficulty in the callus

 formation, the size of the vessels and the density of their distribution,

 which are said to have a close connection with the union rate of the graft-

 age, have been observed by the author to investigate the reason why the

 walnut grafting is very difficult in comparison with other fruit trees.

    It is true that the walnut shoots are sure to have comparatively much

 tannin like those of the persimmon and the chestnut, and this vessels are

 coml]aratively large too arid the density of their distribution is rough, also

 that the formation of the callus at the wounded parts is difficult in comp-
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arison with other fruit trees. But there are too many contradictions and

doubtful points to regard them as the principal factors of the difficulty in

the walnut grafting.

6.) Since the seedlings of the Kashikurumi and tlie Onikurumi are easily

got as the wa!nut stocks in our country, the Kashikurumi and the Karasu-

kurumi(a variety of the Onikurumi) are grafted upon the two stocks above

mentioned and their advantages and disadvantages are compared, Consequently,

in spite of any variety of the scions, these grafted upon the stocks of the

Onikurumi grow very vigorously at the undrained low moist region, while

these grafted upon the stocks of the Kashikurumi grow surpassingly at the

drained dry region.

   To know the relation between the growth and the nutrition of the

tree, the leaf analysis of the three elements of the manure and the inquiry

into the bearing of the carbohydrate to nitrogen ratio (C/N) in the new

shoots, have been made with the grafted plants upon the two kinds of the

stocks, but no constant tendency has been recognized in either case within

 the limits of the experimental results.


